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田
中
抱
二（
一
八
一
二
〜
一
八
八
五
）は
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）八
月
、
十
三
歳
の
年
に

酒
井
抱
一（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）に
入
門
し
、
師
風
を
よ
く
受
け
継
い
だ
画
と
そ
の
名
前

で
認
識
さ
れ
る
絵
師
で
あ
る
。
抱
一
は
文
政
十
一
年
十
一
月
に
没
し
た
の
で
、
六
十
歳
代
後

半
の
四
年
の
み
を
知
る
、
最
晩
年
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抱
二
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心

や
知
ら
れ
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
、
作
品
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
『
琳
派
』
全
五
巻（
紫
紅
社
、

一
九
八
九
〜
九
二
年
刊
）に
紹
介
さ
れ
た
の
は
十
四
点
。
花
鳥
画
を
中
心
と
し
、
立
雛
図
の

よ
う
な
節
句
画
は
も
と
よ
り
仏
画
や
大
和
絵
人
物
画
も
手
堅
く
こ
な
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か

る
。
こ
れ
と
い
う
代
表
作
を
欠
く
こ
と
も
あ
っ
て
認
知
度
は
低
い
が
、
一
方
で
、
晩
年
に
回

顧
し
て
描
い
た
「
雨
華
庵
図
」（
註
1
）【
図
1
】
が
、
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
抱
一
の
住
居
、
僧
庵
で
あ
り
画
房
で
あ
っ
た

雨
華
庵
の
往
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
か
の
抱
一
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵（
出
光
美
術

館
蔵
）を
保
管
し
て
き
た
の
は
抱
二
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

抱
一
に
関
す
る
第
一
級
の
資
料
を
伝
え
た
直
弟
子
と
し
て

大
切
な
存
在
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
一
年
に
当
館
ほ
か
で
開
催
し
た
展
覧
会
「
酒
井

抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
の
準
備
中
に
、
こ
の
抱
二
の

写
生
帖
な
ど
資
料
一
括
の
存
在
を
知
り
、
新
出
資
料
と
し

て
一
部
は
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た（
註
2
）。
本
稿
は
、
そ

の
後
当
館
寄
託
と
な
っ
た
こ
の
資
料
の
全
容
を
紹
介
し
、
幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
時
期
を
抱

一
派
の
一
人
の
絵
師
が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
、
資
料
を
通
じ
て
新
た
に
知
ら
れ
る
抱
二

自
身
の
姿
と
画
業
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
た
抱
一
や
周
辺
の
状
況
も
極
力
抽
出
し
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
資
料
の
概
要

　

本
資
料
は
、
田
中
抱
二
を
先
生
と
呼
ぶ
者
が
最
終
的
に
は
整
理
し
た
よ
う
だ
が
、
抱
二
自

身
に
よ
る
整
理
を
含
め
二
、
三
の
段
階
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
註
3
）。
抱
二
だ
け
で
な

く
、
次
世
代
の
田
中
克
二
ら
の
も
の
も
一
部
に
含
ま
れ
、
冊
子
を
中
心
に
、
一
枚
ご
と
の
下

絵
や
粉
本
類
、
蔵
書
・
写
本
類
も
若
干
あ
る
。
下
絵
類
は
小
さ
い
も
の
が
主
で
、
多
数
あ
っ

た
も
の
の
ご
く
一
部
だ
ろ
う
。
蔵
書
に
は
、『
観
音
経
現
身
図
像
』（
文
政
十
一
年
序
）、『
観

音
経
和
談
抄
』（
文
政
五
年
版
）の
写
本
な
ど
、
観
音
像
を
描
く
に
長
じ
た
と
伝
え
ら
れ
た
抱

二
ら
し
い
も
の
の
ほ
か
、
交
友
関
係
を
伝
え
る
『
群
芳
暦
』（
梅
屋
敷
鞠
塢
居
士
撰
、
文
政
十

一
年
刊
）、
絵
師
と
し
て
の
関
心
を
見
る
「
狩
野
家
起
流
」『
調
度
図
会
』、
俳
諧
等
の
趣
味
を

伝
え
る
句
集
「
誰
が
家
」
の
写
本
や
『
日
課
華
摘
』『
撫
箏
雅
譜
集
』
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
抱
二
筆
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
、
冊
子
状
の
も
の
の
み
を
挙
げ
た

の
が
【
表
】
で
あ
る
。

田
中
抱
二
の
「
画
史
」

｜

酒
井
抱
一
の
晩
年
の
弟
子
が
伝
え
た
も
の

｜

松
　
尾
　
知
　
子

図
1　
「
雨
華
庵
図
」
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本
来
の
帳
面
に
、
後
に
揃
い
の
表
紙
を
付
け
「
畫
史
」（
一
部
に
は
年
号
も
入
れ
る
）と
題

さ
れ
た
一
群
、
計
三
十
冊
を
、﹇
画
史
1
〜
30
﹈
と
し
て
仕
分
け
た
。
番
号
は
、
内
容
か
ら

推
察
し
、
表
紙
の
表
記
や
装
幀
な
ど
を
鑑
み
て
導
い
た
、
お
お
よ
そ
の
筆
写
年
代
の
順
だ

が
、
確
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
や
各
冊
並
行
し
て
い
る
時
期
も
あ
る
の
で
、
厳
密
で
は
な
い
。

元
の
表
紙
に
は
、
抱
二
の
自
筆
で
「
縮
図
」「
寫
生
」「
寫
集
」「
寫
本
」「
図
本
」「
模
本
」「
畫
史
」

な
ど
と
題
さ
れ
て
お
り
、
一
部
に
は
番
号
も
振
り
、「
抱
二
」「
𨿸
旭
」
あ
る
い
は
「
隅
田
川　

抱
二
」
な
ど
と
署
名
、
捺
印
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
草
花
な
ど
の
写
生
を
中
心
に
、
自
作

の
絵
や
句
の
控
え
、
簡
略
に
記
し
た
構
想
の
よ
う
な
も
の
、
見
た
作
品
の
縮
図
や
、
故
事
な

ど
の
覚
え
他
多
岐
に
わ
た
り
、
絵
に
関
す
る
雑
記
帳
と
い
え
る
。
こ
の
他
に
、「
畫
史
」
の

題
で
は
整
理
さ
れ
な
か
っ
た
主
に
縮
図
の
み
の
冊
や
写
本
を
﹇
縮
図
類
1
〜
16
﹈
と
し
て
掲

げ
た
。

　

本
稿
で
は
こ
の
【
表
】
に
掲
げ
た
資
料
を

扱
う
こ
と
に
す
る
【
図
2
】。
時
期
が
早
い

も
の
は
、
文
政
九
年
の
﹇
縮
図
類
2
﹈
や
、

文
政
十
年
か
ら
の
も
の
と
判
明
す
る
﹇
画
史

2
﹈
で
あ
り
、
ほ
か
に
文
政
八
年
の
年
紀
と

署
名
を
伴
う
元
表
紙
の
紙
の
み
も
あ
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
入
門
の
年
で
あ
る
。
以
後
、
没

す
る
前
年
の
明
治
十
七
年
の
も
の
ま
で
あ

る
。
写
生
の
日
時
ほ
か
折
々
に
年
月
日
を
書

き
添
え
、
ま
た
、
年
頭
の
「
書
始
」
の
絵
や

句
を
よ
く
書
き
留
め
て
い
る
の
が
、
各
冊
の
年
代
を
知
る
の
に
役
立
つ
。
明
治
に
入
っ
て
は

さ
ら
に
丁
寧
に
「
旧
○
月
、
新
○
月
」
と
併
記
し
て
い
る
時
期
も
あ
る
。
暦
改
正
に
伴
う
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
几
帳
面
と
思
わ
れ
る
抱
二
の
性
質
に

よ
っ
て
か
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
代
が
わ
か
る
こ
と
は
有
り
難
い
。
要
す
る
に
、
入
門
時
か
ら

最
晩
年
ま
で
の
も
の
が
、
内
容
は
断
片
的
な
が
ら
平
均
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
様
子
か

ら
想
像
す
る
に
、
他
に
も
相
当
量
の
多
様
な
資
料
が
整
理
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
も
の
の
な
か
に
、
雨
華
庵
伝
来
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
写
し
た
、
例
え
ば

《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵
の
よ
う
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
半

は
表
紙
に
朝
顔
の
押
し
花
の
よ
う
に
し
て
模
様
を
つ
け
た
紙
を
統
一
し
て
使
っ
て
お
り（﹇
画

史
20
〜
30
﹈）、
本
人
の
真
摯
な
心
持
ち
も
思
量
ら
れ
る
。

二
、
抱
二
の
履
歴
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
こ
の
資
料
か
ら
推
察
で
き
る
履
歴
関
係
の
事
項
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
抱
二
の
履
歴
は
、〝
旧
幕
府
御
用
達
に
し
て
、
通
称
金
兵
衛

と
い
う
〞〝
抱
一
に
画
法
を
受
け
、
四
天
王
の
一
人
と
さ
れ
た
〞〝
俳
諧
も
よ
く
し
俳
号
を
鶯
居

と
い
う
〞〝
両
替
町
に
生
ま
れ
、
向
島
に
隠
れ
、
明
治
十
八
年
一
月
廿
二
日
に
没
す
。
年
七
十

余
。
寺
島
村
法
泉
寺
に
葬
る
〞（
以
上
、『
大
日
本
人
名
辞
書
』
大
正
十
五
年
な
ど
）に
ほ
ぼ
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
没
年
を
明
治
十
七
年
、
命
日
を
一
月
十
一
日
あ
る
い
は
二
十
三
日
と
す
る

紹
介
も
あ
る
が
、
墨
田
区
東
向
島（
旧
寺
島
町
）法
泉
寺
に
現
存
す
る
墓
石
「
青
々
抱
二
墓
」

の
裏
面
に
刻
ま
れ
る
文
字
は
「
明
治
十
八
年
乙
酉
一
月
二
十
二
日
」
と
読
め
る（
註
4
）。

　
﹇
画
史
30
﹈
に
は
、
展
覧
会
へ
の
出
品
に
関
連
し
て
明
治
十
五
年
九
月
六
日
付
で
届
け
出

た
「
履
歴
書
」
の
控
え
の
記
述
が
あ
り
【
図
3
】、「
田
中
金
兵
衛
眞
昌
」
と
名
乗
り
、「
文

化
九
壬
申
二
月
十
六
日
出
生
」「
当　

七
十
一
才
」
と
し
て
い
て
、
生
年
月
日
が
確
認
さ
れ

る
。
住
所
は
「
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
寺
嶋
村
千
四
十
五
番
地
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
地
図
で
場
所
を
明
示
で
き
る
適
当
な
も
の
が
な
い
が
、
の
ち
に
、
伊
藤
晴
雨
の
弟
・
櫟
堂

が
「
向
島
に
い
た
人
々
」（
註
5
）の
中
で
、
記
憶
を
た
ど
り
「
明
治
年
代
に
於
け
る
向
嶌
に
住

名
家
分
布
図
」
を
書
き
残
し
て
お
り
、
図
中
に
「
田
中
抱
二
」
の
名
が
確
認
で
き
る
。
秋
葉

図
2　
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神
社
の
向
か
い
で
、
は
す
向
か
い
に
は
「
清
親
」
の
文
字
が
見
え
る
の
も
興
味
深
い
。
も
っ

と
も
各
期
の
地
図
及
び
現
地
で
対
照
し
て
み
る
と
、
こ
れ
に
は
若
干
の
変
形
と
ず
れ
は
あ
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
昭
和
初
年
に
は
ま
だ
家
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
抱
二
の
孫
弟
子

に
当
た
る
岡
田
梅
邨
が
「
百
花
園
の
傍
ら
で
玉
の
井
の
近
く
で
あ
る
」（
註
6
）と
記
し
て
い
る

そ
の
家
で
、
最
晩
年
ま
で
過
ご
し
没
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
父
に
つ
い
て
「
父
姓
名
／
田
中
源
蔵
江
戸
本
両
替
丁
出
生
／
文
化
三
寅

年
霊
巌
島
蝦
夷
會
所
御
用
達
相
勤
／
文
政
十
三
寅
年
九
月
四
日
卒
ス
」
と
記
し
て
い
る
。

　

東
向
島
の
白
髭
神
社
に
は
、
寛
政
十
三
年（
一
八
〇
一
）銘
の
石
灯
籠
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

献
じ
た
の
が
、
本
両
替
町
の
田
中
氏
で
あ
る（
註
7
）。
同
じ
境
内
に
享
和
二
年（
一
八
〇
二
）二

月
年
紀
の
白
髭
神
社
縁
起
の
碑
が
あ
り
、「
本
両
替
町　

田
中
伊
助
建
」
と
あ
っ
て
、
橘
千

蔭
に
銘
文
を
依
頼
し
こ
れ
を
建
立
し
た
の
も
、
同
じ
者
で
あ
ろ
う
。
田
中
屋
伊
助
は
、
寛
政

十
一
年（
一
七
九
九
）に
幕
府
が
東
蝦
夷
地
を
直
轄
化
し
た
時
に
、
江
戸
で
の
御
用
取
扱
の
町

人
と
な
っ
た
三
名
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
会
所
は
ま
も
な
く
霊
巌
島
に
あ
ら
た
に
建
設
さ

れ
た
。
伊
助
は
の
ち
に
金
六
と
な
り
、
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）に
は
御
用
達
と
な
り
苗
字
を

免
ぜ
ら
れ
て
田
中
と
な
り
、
三
人
扶
持
を
得
た
と
い
う（
註
8
）。
ま
た
、
同
じ
東
向
島
に
あ
り

江
戸
三
大
師
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
寺
島
大
師
、
蓮
花
寺
に
は
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）銘

の
大
き
な
六
角
型
春
日
灯
籠
が
あ
り
、「
願
主
田
中
金
六　

行
年
八
十
八
」
と
あ
る（
註
9
）。

前
述
の
岡
田
梅
邨
は
抱
二
の
父
を
金
六
と
伝
え
て
お
り
、﹇
画
史
７
﹈
に
は
「
田
中
金
六
庭

前
遊
」
と
記
し
た
ス
ケ
ッ
チ
【
図
4
】
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
抱
二
こ
と
田
中
金
兵
衛

眞
昌
は
、
こ
の
一
族
の
出
で
あ
ろ
う（
註
10
）。

　
「
抱
二
」
の
号
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
で
最
も
早
い
文
政
八
年
の
元
表
紙
よ
り
「
抱
二
」

と
署
名
し
て
お
り
、「
抱
二
」
白
文
方
印
も
翌
年
の
も
の
に
は
す
で
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
本

文
中
で
は
、「
抱
二
」
朱
文
壺
印
が
文
政
十
三
年
四
月
十
三
日
の
写
生
脇
に
捺
さ
れ
て
い
る

（﹇
画
史
3
﹈）。
文
字
で
は
天
保
三
年
四
月
七
日
に
「
雨
華
門
人
抱
二
写
生
」
と
書
い
て
い
る

の
が
早
い
。
元
表
紙
の
自
筆
書
き
入
れ
は
同
時
期
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
抱
二
」
は
、
十
三
歳
で
入
門
し
て
す
ぐ
、
抱
一
在
世
中
の
当
初
か

ら
の
号
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
に
、
初
期
か
ら
「
𨿸（
鶏
）旭
」
と
名
乗
っ
て

お
り
、
生
涯
を
通
じ
「
青
々
」「
華
月
」「
文
村（
邨
）」「
軽
挙
」「
養
真
」「
文
真
」
な
ど
、
比
較
的

後
期
に
「
鶯
居
」「
風
来
」「
元
真
」、
晩
年
の
印
文
に
「
一
司
」、
明
治
十
六
年
よ
り
「
空
阿

弥
」、
ま
た
「
真
昌
」「
宗
冝
」
と
も
名
乗
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
に
は
、「
金
平
改
め
清
右
衛

門
」
と
記
す
と
こ
ろ
が
あ
る（﹇
画
史
25
﹈）。

　

向
島
へ
隠
居
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
元
表
紙
に
は
し
ば
し
ば

「
隅
田
川
」
と
称
し
て
い
る
が
、
早
い
の
は
﹇
画
史
19
﹈（
安
政
五
年
・
一
八
五
八
か
弘
化
三

年
・
一
八
四
六
）で
あ
る
。
文
久
元
年（
一
八
六
一
）の
『
広
益
諸
家
人
名
録
』
に
も
「
隅
田

川　

田
中
抱
二
」
と
出
て
い
る
が
、
本
書
で
住
所
を
「
隅
田
川
」
と
記
す
の
は
抱
二
の
み
で

あ
る
。
田
中
家
の
出
身
地
で
あ
り
、
近
隣
で
、
墓
所
で
あ
る
晴
河
山
法
泉
寺
へ
は
、
早
く
文

図
3

図
4
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画
史
　（
新
表
紙
に
「
畫
史
」
と
題
さ
れ
た
も
の
）

№

名
称（
外
題
な
ど
）

（
元
表
紙
の
題
と
署
名
）

（
元
表
紙
の
印
）

形
状

寸
法（
㎝
）

制
作
時
期（
推
定
）

備
考

1
「
文
政
十
一　

畫
史
」

「
縮
図　
　

抱
二
」

一
冊

二
三
・
六
×
一
七
・
〇

文
政
一
一
年（
一
八
二
八
）〜

天
保
四
年（
一
八
三
三
）頃

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
一

年
三
月
吉
日
」
と
あ
り

2
「
丁
亥
入
門
第
一　

畫
史　

一
」
「
丁
亥　

寫
生　

一　

雞
旭
」／

「
寅
春　

写
生　

二　

抱
二
」

「
抱
二
」
白
文
方
印
／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
二
・
五
×
一
六
・
九

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）／

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

3
「
文
政
寅
春　

畫
史　

二
」

「
寅
春　

寫
正　

三　

抱
二
」

「
抱
弐
」
朱
文
方
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
五
×
一
六
・
六

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

4
「
文
政
寅
仲
夏　

畫
史
」

「
寅
仲
夏　

寫
正　

四　

抱
二
」　

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
一
×
一
六
・
三

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

5
「
文
政
寅
仲
夏　

畫
史　

五
」

「
寫
生
本　

雞
旭
抱
二　

五
」／

「
寅
仲
夏　

写
生　

五　

抱
二
」

「
抱
弐
」
朱
文
方
印
／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印

合
一
冊

二
四
・
〇
×
一
六
・
七

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

一
冊
目
の
も
と
裏
表
紙
に

「
文
政
丁
亥
四
月
」
と
あ
り

6
「
文
政
畫
史　

六
」

「
寅
初
夏　

写
生　
　

六　

抱
二
」／

「
寅
孟
夏　

寫
正　
　

七　

鶏
旭
」

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、
朱
文
重
郭
長
方
印

（
関
防
）／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
四
・
四
×
一
七
・
〇

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

7
「
文
政
寅　

畫
史　

四
」

「
寅
驕
陽　

寫
正　
　

八　

抱
二
」／

「
寅
仲
夏　

寫
生　
　

抱
二
」

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
二

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
〜
天

保
三
年（
一
八
三
〇
〜
三
二
）

8
「
文
政
寅
仲
秋　

畫
史　

三
」

「
寅
仲
秋　

寫
正　
　

十　

抱
二
」　

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
七
×
一
六
・
〇

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
〜
天

保
九
年（
一
八
三
〇
〜
三
八
）

9
「
寅
春　

畫
史
」

「
縮
図　
　

文
村
」

「
抱
二
」
白
文
方
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
九
×
一
七
・
三

天
保
一
一
〜
一
三
年（
一
八

四
〇
〜
四
二
）か

10
「
畫
史
」

「
写
本　

青
々
」

「
文
村
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）

11
「
卯
夏　

畫
史
」

「
寫
本　

青
々
」

「
文
村
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
三
×
一
六
・
七

天
保
一
四
〜
一
五
年（
一
八

四
三
〜
四
四
）

12
「
畫
史
」

「
寫
本　
　

青
々
抱
二
」

「
文
村
？
」
朱
文
内
瓢
方
印

一
冊

二
四
・
三
×
一
七
・
二

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
二
年（
一
八
四
四
〜
四
五
）

13
「
弘
化
辰
春　

畫
史
」

「
寫
本　

華
月
」

（
方
印
あ
り
）

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
五

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
二
年（
一
八
四
四
〜
四
五
）

14
「
畫
史
」

（
題
な
し
）

一
冊

二
四
・
一
×
一
七
・
二

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
三
年（
一
八
四
四
〜
四
六
）

15
「
未
夏　

畫
史
」

「
寫
本　
　

養
真
ヵ
」

「
抱
二
」
白
文
方
印

一
冊

二
三
・
八
×
一
七
・
二

弘
化
三
〜
五
﹇
嘉
永
元
﹈
年

（
一
八
四
六
〜
四
八
）

も
と
裏
表
紙
に
「
弘
化
三
丙

む
ま
の
と
し
…
…
」
と
あ
る
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16
「
戊
申
春　

畫
史
」

「
寫
集　
　

戊
申
春　

軽
挙
」

「
軽
挙
道
人
」
朱
文
重
郭
方
印

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
一

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

17
「
丑
春　

畫
史
」

（
題
な
し
）

一
冊

二
三
・
八
×
一
六
・
九

嘉
永
二
〜
三
年（
一
八
四
九

〜
五
〇
）

（
外
表
紙
の
表
記
は
誤
り
か
）

18
「
庚
戌
秋　

畫
史
」

「
図
本　

庚
戌
秋　
　

青
々
」／

「
人
物
縮
図　
　

華
月（
花
押
）」

「
軽
挙
」
朱
文
瓢
印
／

合
一
冊

二
三
・
二
×
一
六
・
一

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）

19
「
午
秋　

畫
史
」

「
午
秋　

寫
本　
　

隅
田
か
わ　

軽
挙
」
「
文
村
」
朱
文
内
壺
形
方
印
、「
□
画
□

□
」
白
文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
五
×
一
六
・
八

安
政
五（
一
八
五
八
）か

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）か

20
「
申
仲
秋　

畫
史
」

「
申
仲
秋　
寫
本　
　

隅
田
か
わ　
抱
二
」
「
□
画
□
□
」
白
文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

万
延
元
〜
文
久
元
年（
一
八

六
〇
〜
六
一
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

21
「
酉
仲
夏　

畫
史
」

「
酉
仲
夏　
寫
本　
　
隅
田
か
わ　
文
邨
」
（
方
印
あ
り
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
六
・
五

文
久
元
〜
二
年（
一
八
六
一

〜
六
二
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

22
「
戌
初
秋　

畫
史
」

「
戌
初
秋　
模
本　
　
隅
田
か
わ　
抱
二
」
「
抱
弐
子
」
朱
文
方
印
、「
□
画
□
□
」
白

文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
〇

文
久
二
〜
三
年（
一
八
六
二

〜
六
三
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

23
「
寅
春　

畫
史
」

「
畫
史　

抱
二
」／

（「
酉
秋　

角
田
か
わ　

抱
二
」）

朱
文
方
印
「
光
村
」／

（「
青
々
」
朱
文
重
郭
長
方
印
）　

合
一
冊
か

二
三
・
八
×
一
六
・
八

慶
応
元
〜
二
年（
一
八
六
五

〜
六
八
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

24
「
辰
冬　

畫
史
」

「
辰
冬　

畫
史　
　

抱
二
」

（
印
な
し
）

一
冊

二
三
・
七
×
一
六
・
九

明
治
元
〜
三
年（
一
八
六
八

〜
七
〇
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

25
「
午
夏　

畫
史
」

「
午
夏　

畫
史　
　

抱
二
」

「
？
」
朱
文
楕
円
印

一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
八

明
治
三
〜
六
年（
一
八
七
〇

〜
七
三
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

26
「
戌
春　

畫
史
」

「
模
本　
　

隅
田
か
わ　

抱
二
」

「
文
村
」
朱
文
瓢
印
、「
□
画
□
□
」
白
文

方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
五
×
一
六
・
九

明
治
六
〜
八
年（
一
八
七
三

〜
七
五
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

27
「
子
の
は
る　

畫
史
」

「
子
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
抱
弐
子
」
朱
文
方
印

一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
五

明
治
九
〜
一
〇
年（
一
八
七

六
〜
七
七
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

28
「
寅
の
は
る　

畫
史
」

「
寅
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
軽
挙
道
人
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
六
・
七

明
治
一
一
〜
一
五
年
(
一
八

七
八
〜
八
二
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

29
「
畫
史
」

（
表
紙
な
し
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
七

明
治
一
三
〜
一
七
年（
一
八

八
〇
〜
八
四
）

30
「
午
の
は
る　

畫
史
」

「
午
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
寶
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
七
・
二

明
治
一
五
〜
一
七
年（
一
八

八
二
〜
八
四
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

も
と
表
紙
残
欠
、
裏
表
紙
残
欠
「
文
政
八
酉
年　

抱
二
」

二
枚

文
政
八
年（
一
八
二
五
）
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政
十
三
年（
一
八
三
〇
、
十
九
歳
）に
は
、
写
生
で
頻
繁
に
訪
れ
て
お
り
、「
四
月
八
日　

於

法
泉
寺
写
之
」「
五
月
八
日　

於
晴
河
精
舎
写
生
」
な
ど
と
記
し
て
い
る（
註
11
）。
次
い
で
梅
屋

敷
へ
も
よ
く
訪
れ
て
い
る
。
抱
二
は
俳
諧
を
よ
く
し
句
作
は
生
涯
続
け
て
い
る
が
、
早
く
か

ら
「
隅
田
川
」
を
詠
み
込
む
こ
と
が
多
い
。
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）、
墨
堤
の
花
勧
進
を
百

花
園
の
二
代
目
鞠
塢
と
蒔
絵
師
の
中
山
胡
民
と
と
も
に
行
っ
た
が
、
そ
こ
に
も
地
元
感
覚
が

に
じ
む
。
か
な
り
早
く
か
ら
向
島
に
居
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

成
田
山
、
江
の
島
、
鎌
倉
等
に
赴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
数
点
の
古
物
や
抱
一
の
亀
図
額
な
ど
を

写
し
て
い
る
が
詳
し
い
記
述
は
な
く
、
他
に
出
先
と
し
て
は
、
王
子
稲
荷
、
玉
川
な
ど
の
近

郊
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
遠
出
し
た
形
跡
は
な
い
。
弘
化
五
年（
一
八
四
八
）の
宝
生
大
勧
進

能
に
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
連
日
訪
れ
た
の
か
、
長
々
と
演
目
等
を
記
し
て
い
る
。

　

天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）、
抱
二
は
三
十
三
歳
で
あ
る
が
、
婚
礼
の
式
に
つ
い
て
次
第
を

具
体
的
に
書
き
綴
っ
て
い
る（﹇
画
史
11
﹈）。
あ
る
い
は
本
人
の
結
婚
に
際
し
て
の
覚
え
で
あ

縮
図
類

1

抱
一
手
鑑
の
縮
図

「
雨
華
主
人
筆　

手
鑑
」

一
冊

二
八
・
〇
×
二
〇
・
八

2
「
文
政
九
丙
戊　

縮
図
」

「
縮
図
本　

抱
二　

壱
」

一
冊

二
三
・
八
×
一
六
・
六

文
政
九
年（
一
八
二
六
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
九
丙

戌
年
／
九
月
□
日
／
抱
二
」

と
あ
り

3
「
文
政　

縮
図
」

「
雞
旭
縮
図　

二
」

「
抱
二
」
朱
文
内
円
外
郭
方
印

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

4
「
文
政
十
年　

古
画
縮
図
」

「
古
画
縮
図　

雞
旭
抱
二　

三
」

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
〇

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
亥

年
／
三
月
廿
日
」
と
あ
り

5
（
縮
図
帖
）

「
縮
図　

鶏
旭
」

一
冊

二
〇
・
九
×
一
三
・
五

文
政
一
二
年（
一
八
二
九
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
二

丑
年
」
と
あ
り

6
（
縮
図
帖
）

（
表
紙
な
し
）

一
冊

二
六
・
〇
×
一
八
・
〇

7

筆
法
伝

「
筆
法
伝
」

一
冊

二
七
・
三
×
一
九
・
九

8

紋

「
紋　

華
月（
花
押
）」

一
冊

一
九
・
九
×
一
三
・
〇

9
『
和
漢
研
譜
』
写
本

「
文
政
十
年
和
漢
研
譜
／
華
月
抱
二
蔵
」
「
華
月
庵
」
朱
文
扇
形
印

一
冊

二
三
・
四
×
一
六
・
〇

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）

10

定
家
十
二
月
の
薬
玉

「
定
家
十
二
月
の
薬
玉
」

一
冊

二
七
・
三
×
一
九
・
四

11

三
十
六
歌
仙
図
写
し

「
三
十
六
歌
仙
」

一
冊

二
七
・
五
×
三
九
・
四

12

職
人
歌
合
写
し

「
職
人
歌
合
」

一
冊

一
九
・
八
×
二
五
・
〇

13
「
牛
の
図　

縮
図
」

「
縮
図
本　

花
月
」

「
抱
二
」
朱
文
内
坪
外
郭
長
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
七
・
一

天
保
一
〇
〜
一
一
年（
一
八
二
九

〜
四
〇
）か

14

正
倉
院
御
物
写
し

「
正
倉
院　

御
物
写
／
明
治
十
一
寅

八
月
日
」

「
抱
二
」
白
文
方
印

一
冊

二
四
・
二
×
一
六
・
八

明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）八
月

15

観
古
美
術
会
出
品
物
の
縮
図

「
明
治
十
三
年
辰
五
月
／
美
術
会
出

品
内
縮
図
／
青
々
抱
二
」

「
寶
二
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
四
×
一
七
・
四

明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）五
月

16

手
遊
集

「
抱
二
寫
生　

手
遊
集
」

「
百
廿
四
図　

外
三
図
板
摺
」

「
青
々
」
朱
文
円
印

「
青
々
庵
」
朱
文
円
印
「
青
々
」

一
冊

（
一
二
四
図
貼
込
）

二
五
・
〇
×
三
三
・
八

文
政
九
年（
一
八
二
六
）〜
明
治

（
裏
表
紙
）「
明
治
四
十
二
年

九
月
改
」
と
あ
り
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ろ
う
か
。
し
か
し
、
家
族
に
つ
い
て
書
く
と
こ
ろ
は
未
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。「
抱
二
秘
蔵

の
猫
」
に
つ
い
て
は
二
カ
所
以
上
に
出
て
き
て
何
度
も
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
り
、「
猫　

名
ハ

福
ト
号
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
の
だ
が
。

　

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）十
一
月
二
十
九
日
、
抱
二
は
五
十
四
歳
で
あ
る
が
、「
尊
師
抱
一

上
人
の
御
忌
日
な
れ
ば
」「
髪
を
剃
り
こ
ぼ
し
」
と
記
し
て
い
る（﹇
画
史
23
﹈）。
こ
の
と
き
、

剃
髪
に
関
し
て
の
句
作
も
多
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
の
八
月
、
雨
華
庵
が
火
災
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
触
れ
た
と
こ
ろ
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

　

こ
の
五
十
歳
代
半
ば
頃
よ
り
、
夢
に
関
す
る
記
述
と
絵
が
大
変
多
く
な
る
の
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
寿
老
や
大
黒（﹇
画
史
27
﹈）【
図
5
】、
黄
金
の
大
日
如
来（﹇
画
史
28
﹈）や
観
音
像（﹇
画

史
30
﹈）な
ど
、
夢
中
に
出
た
神
仏
な
ど
に
つ
い
て
は
、
絵
を
念
入
り
に
彩
色
も
し
て
描
き
留

め
て
お
り
、
時
々
内
容
も
文
字
で
綴
っ
て
い
る
。
鯛
二
尾（﹇
画
史
23
﹈）、
貝（﹇
画
史
24
﹈）、

架
鷹
図（﹇
画
史
25
﹈）な
ど
、
丁
寧
に
署
名
ま
で
添
え
て
描
く
と
こ
ろ
の
多
く
が
吉
夢
の
絵
で

あ
る
。「
禁
酒
」
と
書
い
て
あ
る
旭
日
に
猿
の
絵
【
図
6
】
は
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）十

二
月
四
日
夜
に
現
れ
た
夢
ら
し
い（﹇
画
史
22
﹈）。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）八
月
二
十
日
夜

に
は
、「
抱
一
上
人
御
筆
」
の
絵
で
胸
に
「
抱
一
」
円
印
を
書
い
た
大
黒
も
登
場
す
る
【
図

７
】（﹇
画
史
30
﹈）。
こ
の
よ
う
に
絵
の
枠
線
を
引
き
落
款
も
入
れ
て
一
幅
の
絵
の
縮
図
の
よ

う
に
描
く
こ
と
も
多
い
。【
図
8
】
の
三
幅
対
の
縮
写
も
夢
に
出
て
き
た
抱
一
上
人
の
絵
で
、

各
幅
の
大
き
さ
が
違
っ
た
な
ど
と
記
す（﹇
画
史
28
﹈）。
そ
の
心
性
と
、
掛
物
な
ど
の
形
に
納

め
て
描
く
と
こ
ろ
な
ど
記
録
の
行
為
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
夢
に
関
わ
る
風
習
や
絵

師
の
仕
事
に
つ
い
て
の
多
く
が
含
ま
れ
る
よ
う
だ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

日
記
的
な
記
述
は
な
く
日
々
の
行
状
は
わ
か
ら
な
い
が
、
六
十
歳
代
の
抱
二
は
、
明
治
維

新
後
の
新
政
府
主
導
の
万
国
博
覧
会
や
内
国
絵
画
共
進
会
な
ど
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
り
、

御
用
に
応
え
つ
つ
も
、
概
ね
、
向
島
の
文
化
圏
に
て
雨
華
庵
の
遺
産
を
物
心
と
も
に
受
け
継

い
で
、
そ
の
道
を
歩
む
こ
と
を
自
他
共
に
認
め
た
絵
師
人
生
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
鈴
木
其
一
や
池
田
孤
邨
の
よ
う
に
抱
二
が
多
く
の
弟
子
と
と
も
に
あ
っ
た
気
配
は

本
資
料
か
ら
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
泉
梅
一
、
抱
叔
、
蒔
絵
師
の
小
川
松
民
な

図
5

図
6

図
7

図
8
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図
9

図
10

図
11

図
12

図
13

図
16

図
15

図
14
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ど
、
抱
二
に
学
ん
だ
と
い
う
者
の
名
前
が
ほ
か
で
若
干
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る（
註
12
）。
抱

一
没
後
の
雨
華
庵
は
、
僧
庵
の
継
承
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
雨
華
庵
代
々
と
か
つ
て

の
門
人
た
ち
と
の
関
わ
り
や
、
門
人
相
互
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今

後
一
つ
一
つ
の
事
例
か
ら
紡
い
で
解
き
明
か
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。
ち
な
み
に
前
述
の
人
名

録（
天
保
七
年
版
）で
は
、「
雨
華
庵
参
議
」
と
さ
れ
た
鶯
蒲
の
と
こ
ろ
に
は
「
会
日
一
六
」、

鈴
木
其
一
の
と
こ
ろ
に
は
「
会
日
五
十
一
」
と
あ
っ
て
、
人
の
出
入
り
が
う
か
が
え
る
。
抱

二
は
後
に
、
雨
華
庵
図
に
「
稽
古
日
一
六
」
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
引
き
継
が

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
資
料
か
ら
察
せ
ら
れ
る
こ
と
は
未
だ
少
な
く
、
名
前
が
出
て

く
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
い
。
現
時
点
で
は
一
箇
所
、
蓬
莱
山
に
鶴
亀
の
横
幅
に
「
必
葊
か

ら
来
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
出
せ
る（﹇
画
史
14
﹈）の
を
報
告
し
て
お
く
。

三
、
抱
二
の
作
画
に
つ
い
て

　
﹇
画
史
﹈
の
内
容
の
大
半
を
占
め
る
の
は
写
生
で
あ
る
。
文
政
期
の
写
生
で
は
草
花
が
中

心
で
、
最
初
の
一
冊
は
、
キ
ノ
コ
の
写
生
よ
り
始
ま
り
【
図
9
】、
他
に
は
動
物
や
昆
虫
な

ど
を
別
紙
に
描
い
た
も
の
を
丸
く
切
り
取
り
、
貼
り
付
け
た
も
の
が
多
い
。
カ
ブ
ト
ム
シ
、

モ
グ
ラ
か
ら
目
刺
し
ま
で
、
た
ど
た
ど
し
い
描
き
ぶ
り
な
が
ら
、
真
面
目
な
取
り
組
み
が
ほ

ほ
え
ま
し
い
。
抱
一
の
生
前
の
日
付
が
明
ら
か
な
の
は
縮
図
の
方
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
雨

華
庵
で
の
稽
古
と
し
て
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹇
画
史
3
﹈
か
ら
は
絵
に
日
付
を
添
え
る

よ
う
に
な
る
。﹇
画
史
3
〜
8
﹈
は
い
ず
れ
も
文
政
十
三
年
の
も
の
で
、
抱
二
は
十
九
歳
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
草
花
の
写
生
図
で
、
こ
の
日
付
を
見
て
い
く
と
、
三
月
か
ら
七
月
ま
で

の
連
日
で
、
各
冊
で
日
付
が
一
部
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
並
行
し
て
数
冊
を
描
い
て
い
る
よ

う
だ（
註
13
）。
ま
た
、
例
え
ば
﹇
画
史
3
﹈
の
四
月
二
十
四
日
の
写
生
に
、
七
月
三
十
一
日
に

一
部
分
を
描
き
加
え
る
と
い
う
追
記
も
所
々
で
し
て
い
る
。﹇
画
史
6
﹈
で
は
四
月
十
二
日

か
ら
五
月
一
日
ま
で
毎
日
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
一
ペ
ー
ジ
に
つ
き
一
種
を
描
き
、
花
の
名
前

を
添
え
、
図
譜
の
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　

時
期
的
に
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
ず
早
期
の
も
の
は
特
に
写
生
が
続
く
本
資
料
か
ら
は
、
次
第

に
筆
遣
い
が
こ
な
れ
、
線
質
が
繊
細
に
、
う
ま
く
な
っ
て
ゆ
く
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う

し
た
草
花
の
写
生
は
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
つ
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
や
、
他
に
二
十
点
程
度
管
見
に
入
っ
た
抱
二
の
作
品
を
見
る

と
、
抱
一
風
の
花
鳥
画
、
抱
一
派
ら
し
い
図
様
の
物
語
絵
、
歌
仙
絵
、
故
事
人
物
図
、
紙
雛

図
な
ど
の
節
句
絵
、
仏
画
等
、
一
通
り
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
こ
な
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

本
資
料
の
﹇
画
史
﹈
冊
に
は
、
抱
二
自
身
の
作
品
の
控
え
の
縮
図
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

花
鳥
画
の
ほ
か
に
、
仏
画
や
画
賛
も
の
の
制
作
は
多
く
、
屏
風
や
小
襖
な
ど
調
度
品
の
制
作

も
多
数
行
っ
た
よ
う
だ
。
各
種
の
装
飾
模
様
や
紋
な
ど
の
学
習
、
資
料
収
集
の
跡
も
あ
る
。

工
芸
品
の
縮
図
も
丁
寧
に
写
し
た
も
の
が
あ
り
、
光
琳
蒔
絵
の
印
籠
は
い
く
つ
も
写
し
て
い

る
。
工
芸
品
の
下
絵
の
よ
う
な
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
り
、
集
中
し
て
多
数
が
残
る
鶴
の

下
絵（﹇
画
史
29
﹈）の
よ
う
な
存
在
や
描
き
ぶ
り
か
ら
類
推
し
て
、
蒔
絵
の
意
匠
も
少
な
か
ら

ず
手
が
け
た
よ
う
だ
。

　

抱
二
作
品
の
紹
介
自
体
が
少
な
い
だ
け
に
、
現
存
作
と
の
対
応
を
探
る
の
は
困
難
な
が

ら
、
例
え
ば
《
勿
来
関
》
双
幅（
個
人
蔵
【
図
10
】）は
、﹇
画
史
20
﹈（【
図
11
】）に
書
き
留
め

ら
れ
た
作
品
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
、
仕
上
げ
た
直
後
の
控
え
と
す
れ
ば
、
万
延
元
年（
一
八

六
〇
）頃
、
抱
二
四
十
九
歳
頃
の
作
と
わ
か
る
。「
青
々
抱
二
筆
」
の
款
記
に
「
華
月
」
朱
文

方
印
が
あ
る
。
こ
の
時
期
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
画
題
で
、
孤
邨
に
は
抱
一
の
《
絵
手
鑑
》

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）に
あ
る
勿
来
関
図
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
作
例
も
あ
る
が
、
抱
二
は

姿
に
少
し
変
化
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
図
様
の
大
略
と
落
款
の
位
置
を
描
き
留
め
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
時
折
款
記
も
書
き
控
え
て
い
る
。

　

当
館
所
蔵
の
《
伊
勢
物
語
・
四
季
花
鳥
図
》【
図
12
】
は
、
抱
二
が
最
も
期
待
さ
れ
た
で
あ
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ろ
う
典
型
的
な
様
式
と
図
様
を
示
す
作
例
で
あ
る
。
六
図
の
揃
い
で
あ
る
こ
と
と
二
図
が
向

か
い
あ
っ
て
い
た
よ
う
な
傷
み
の
あ
と
か
ら
み
て
、
屏
風
貼
り
込
み
で
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
抱
二
筆
」
と
し
「
青
々
」
朱
文
円
印
が
あ
る
。
型
ど
お
り
の
彩
色
が
重
く
平
板
な

こ
と
は
否
め
な
い
が
、
丁
寧
な
描
き
ぶ
り
で
あ
り
、
野
澤
堤
雨（
一
八
三
七
〜
一
九
一
七
）が

傷
ん
だ
部
分
を
補
修
し
た
と
画
中
に
署
名
し
て
い
る
経
緯
に
面
白
味
が
あ
る
。
孤
邨
門
下
の

堤
雨
は
抱
二
の
隣
人
で
あ
り
、
本
資
料
中
に
も
、「
堤
雨
君
」
と
記
す
と
こ
ろ
や
、
堤
雨
の

春
興
摺
物
が
何
枚
も
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
年
齢
は
二
十
五
歳
下
と
離
れ
る
が
、
向
島

の
文
人
と
し
て
の
性
質
も
近
く
、
交
流
が
想
定
さ
れ
る
。﹇
画
史
23
﹈
に
は
本
図
の
冬
の
図

と
よ
く
似
た
構
図
が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
が
見
出
せ
る
。
こ
の
と
き
は
慶
応
二
年
、
抱
二
は

五
十
五
歳
で
あ
る
が
、
本
図
は
も
う
少
し
早
い
制
作
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
今
後
も
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
﹇
画
史
15
﹈
に
は
自
身
の
印
を
印
譜
の
よ
う
に
多
数
捺
す
と
こ
ろ
が
あ
る
【
図
13
】。
弘
化

五
年（
一
八
四
八
）、
抱
二
三
十
七
歳
当
時
の
も
の
で
あ
る
。「
文
村
」
朱
文
円
印
の
左
に
は

「
弘
申
正
月
十
六
日
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が（
申
は
弘
化
五
年
）、
こ
の
印
の
で
き
た

日
で
あ
ろ
う
か
。「
文
村
」
円
印
は
、
抱
二
の
《
垣
に
秋
草
図
屏
風
》（
細
見
美
術
館
蔵
）に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
弘
化
五
年
以
降
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ

こ
に
は
見
ら
れ
な
い
梵
字
の
楕
円
印
が
、《
騎
龍
観
音
》（
個
人
蔵
）【
図
14
】
に
用
い
ら
れ
る

が
、﹇
画
史
25
﹈
中
に
捺
印
し
て
「
庚
午
夏
日
刀
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
図
は
、

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）以
降
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
少
し
前
の
同
年
、
こ
の

文
字
を
書
き
、「
抱
二
ト
云
ト
申
義
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
印
に
し
た
よ
う
だ
。

　

通
覧
す
る
と
、
三
十
歳
代
半
ば
頃
か
ら
、
筆
線
も
明
ら
か
に
こ
な
れ
た
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、﹇
画
史
20
﹈
辺
り
か
ら
屏
風
や
襖
な
ど
の
制
作
が
相
次
い
で
い
る
様
子
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
作
に
は
、
四
季
の
花
鳥
画
を
主
と
し
て
、
抱
二
が
期
待
さ
れ
得

意
と
し
た
領
域
が
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

抱
一
派
に
多
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
抜

き
出
し
派
生
さ
せ
た
よ
う
な
一
幅
、
双
幅
、
三
幅
対
な
ど
を
含
め
、
抱
一
派
の
得
意
分
野
と

し
て
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
抱
二
も
よ
く
制
作
し
て
お
り
、
部
分
に
少
し
ず
つ
変

化
を
加
え
な
が
ら
、
あ
る
い
は
俳
賛
を
加
え
て
趣
を
変
え
な
が
ら
手
が
け
て
い
た
様
子
が
伝

わ
る
。
明
ら
か
な
十
二
図
セ
ッ
ト
の
作
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、﹇
画
史
20
﹈
に
「
□
月
頼

ミ　

十
二
月
屏
風
」【
図
15
】（
文
久
元
年
・
一
八
六
一
、
五
十
歳
）が
あ
り
、
右
端
の
一
月
か

ら
順
に
、
竹
に
鶯
ヵ
、
菜
の
花
に
雲
雀
ヵ
、
藤
図
、
麦
と
芥
子
に
小
禽
、
立
葵
に
鶏
、
太
藺

と
水
葵
、
女
郎
花
な
ど
の
秋
草
図
、
雨
中
芙
蓉
に
小
禽
、
柿
に
目
白
ヵ
、
枯
芦
に
水
禽
、
枇

杷
ヵ
に
小
禽
、
月
下
木
菟
と
い
う
十
二
図
で
屏
風
に
仕
立
て
て
い
る
。
菜
の
花
に
雲
雀
の
図

は
、
下
に
春
草
を
小
さ
く
配
す
る
と
こ
ろ
な
ど
抱
一
の
宮
内
庁
本
の
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
の
そ

れ
を
反
転
し
つ
つ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
柿
に
目
白
の
図
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
木
菟

の
姿
や
木
と
の
関
係
は
、《
絵
手
鑑
》
の
図
を
応
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
立
葵
に
鶏
を
取
り

合
わ
せ
る
こ
と
や
、
何
月
に
何
を
当
て
る
か
と
い
う
よ
う
な
月
の
構
成
は
異
な
る
と
こ
ろ
も

多
い
。
そ
の
少
し
後
、「
萬
や
」
依
頼
に
よ
る
花
鳥
画
【
図
16
】
で
は
、
雨
中
の
紫
陽
花
図

と
対
に
な
る
秋
草
図
な
ど
の
取
り
合
わ
せ
を
検
討
し
、
最
終
的
に
水
鶏
の
い
る
草
花
図
と
し

た
と
い
う
過
程
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
左
ペ
ー
ジ
に
紙
が
貼
り
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

秋
草
図
は
、
抱
一
の
《
夏
秋
草
図
屏
風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）右
隻
に
あ
る
朝
顔
の
絡
ま

る
薄
や
、
透
か
し
見
え
る
ハ
カ
タ
ユ
リ
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
反
転
し
た
格
好
で
型
と
し
て
利

用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
縮
図
、
原
寸
の
写
し
、
下
絵
等
々
を
活
用
し
、
こ
の

よ
う
に
し
て
抱
一
派
と
し
て
の
型
の
蓄
積
に
努
め
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

自
作
の
縮
写
で
は
、
絵
の
依
頼
主
の
名
前
も
時
折
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
○
○
頼
ミ　

×
月
×
日
認
メ
」
と
い
う
書
き
添
え
を
よ
く
行
っ
て
お
り
、
○
○
が
納
入
先
ら
し
く
、「
市

川
圓
蔵
」「
千
家
」「
松
田
氏
」「
吉
池
氏
」「
東
民
」「
小
泉
」「
二
葉
殿
」【
図
17
】「
小
川
」「
今
戸
」
な

ど
、
中
に
は
何
度
か
出
る
名
も
あ
る
。
詳
細
は
今
後
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
其
一
や
孤

邨
の
周
辺
で
は
見
か
け
な
い
名
前
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
会
所
」【
図
18
】（﹇
画
史
23
﹈）
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と
は
、
田
中
家
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
独
自
の
顧
客
だ
ろ
う
。「
金
座　

山
本
」【
図
19
】

（﹇
画
史
21
﹈）と
あ
る
の
は
、
金
座
の
役
人
で
あ
ろ
う
か（
註
14
）。
山
本
家
へ
は
、
こ
の
文
久
元

年（
一
八
六
一
）、
松
鶴
図
二
曲
屏
風
、
金
銀
地
の
蝶
図
と
蓮
池
図
小
襖
、
金
地
四
季
草
花
二

曲
屏
風
ほ
か
を
納
め
て
い
る
。《
草
花
図
屏
風
》（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）を
思
わ
せ
る
、
華

や
か
な
作
例
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
手
控
え
の
な
か
で
も
彩
色
も
施
し
念
入
り
に
書

き
留
め
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

　

明
治
に
入
っ
て
の
抱
二
の
作
画
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
博
覧
会
等
へ
の
出
品
が
目
録
に
よ
り

確
認
さ
れ
て
き
た
。
明
治
政
府
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
明
治
六
年
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
「
月

に
鶉
」「
菊
流
水
」（
註
15
）を
、
続
く
明
治
九
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
に
は
「
水
色
自
画
」

（
秋
卉
ノ
図
）（
註
16
）を
出
品
し
て
い
る
。﹇
画
史
25
﹈﹇
画
史
26
﹈
に
は
、「
朝
帝
御
用
に
つ
き
認

メ
上
ル
」
な
ど
と
し
て
こ
の
手
控
え
と
し
て
縮
図
を
残
し
て
お
り
【
図
20
】【
図
21
】、
両
万

博
へ
の
出
品
作
の
図
様
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
秋
に
完
成
し
て
明
治
五
年

九
月
二
十
七
日
及
び
明
治
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
博
覧
会
事
務
局
へ
届
け
た
な
ど
の
若
干

の
い
き
さ
つ
が
わ
か
る
。
ま
た
、
明
治
七
年
一
月
十
三
日
「
朝
帝
御
用
ニ
付
」
玉
椿
図
賛
を

描
い
た
り（﹇
画
史
26
﹈）、
同
十
三
年
五
月
十
八
日
「
上
野
於
博
物
局
御
用
図
写
生
」
と
し
て

蘭
を
描
い
て
い
る（﹇
画
史
28
﹈）。
明
治
十
一
年
と
表
紙
に
記
し
た
正
倉
院
御
物
の
縮
図（﹇
縮

図
類
14
﹈）の
存
在
な
ど
か
ら
も
、
博
覧
会
等
に
関
係
し
て
古
物
と
の
接
触
や
公
用
も
あ
っ
た

こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
翌
明
治
十
二
年
に
正
倉
院
御
物
の
「
金
銀
平
文
琴
」
の
模
造

品
の
制
作
を
小
川
松
民
ら
三
名
が
完
成
さ
せ
て
い
る（
註
17
）。
抱
二
は
明
治
以
前
か
ら
、
印
籠

な
ど
蒔
絵
の
意
匠
へ
の
関
心
や
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
中
山
胡
民
や
小
川
松
民

ら
と
行
動
を
共
に
し
た
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寸
法
や
箱
の
作
り
の
細
部
ま
で
写
す
抱
二
の

こ
の
縮
図
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い（
註
18
）。
羊
遊
斎
以
後
の
抱

一
風
の
蒔
絵
意
匠
が
、
同
様
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

　

明
治
三
年
に
は
、
抱
二
の
下
絵
で
松
民
の
蒔
絵
に
よ
る
、
縁
が
貝
尽
し
意
匠
の
額
を
制
作

し
、
観
音
開
帳
の
機
に
奉
納
し
て
い
る
【
図
22
】（
註
19
）（﹇
画
史
24
﹈）。
な
お
、
柴
田
是
真
と

も
、
絵
の
共
作
《
首
引
図
》（『
琳
派
』
四
巻
二
九
五
図
）が
あ
っ
た
り
、
是
真
の
団
扇
絵
が
本

資
料
に
含
ま
れ
て
お
り
、
世
代
が
等
し
く
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
が
未
詳
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
明
治
十
三
年
美
術
会
出
品
内
縮
図
」（﹇
縮
図
類
15
﹈）は
、
古
画
を
簡
略
に
縮

写
し
た
手
控
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
三
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
観
古
美
術
会

の
こ
と
で
、
出
品
作
品
の
中
か
ら
絵
画
の
一
部
を
写
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
「
明
治
十
三
年

美
術
会
出
品
縮
図
」
と
題
し
た
も
の
の
、「
内
」
と
あ
と
で
挿
入
し
た
と
見
え
、
裏
表
紙
に

は
、「
眼
う
つ
り
の　

し
て
写
さ
れ
す　

花
あ
や
め
」
と
の
句
が
走
り
書
か
れ
て
お
り
、
心

持
ち
が
伝
わ
っ
て
面
白
い
。
多
種
多
数
の
美
術
工
芸
品
の
う
ち
、
応
挙
、
乾
山
、
一
蝶
、
宗

達
、
大
雅
、
高
然
暉
、
顔
輝
、
浮
世
又
平
と
さ
れ
た
大
津
絵
の
鬼
ま
で
、
関
心
を
惹
い
た
も

の
が
知
ら
れ
る
。
観
古
美
術
会
の
出
品
作
の
一
部
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古

写
真
ア
ル
バ
ム（
重
要
文
化
財
）に
よ
っ
て
画
像
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
抱
二
が
こ
こ
で

縮
写
し
た
絵
の
う
ち
、
秋
月
の
龍
頭
観
音
や
呉
春
の
花
鳥
図
双
幅
な
ど
の
図
は
実
際
に
こ
の

古
写
真
で
照
合
で
き
る
。
な
お
こ
の
と
き
、
博
物
局
か
ら
抱
一
の
《
四
季
花
鳥
図
巻
》（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）も
出
品
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
第
一
回
観
古
美
術
会
に
は
、
抱
二
自
身
も
所
蔵
品
を
出
品
し
た
よ
う
で
、「
観
古
美

術
会
出
品
目
録　

七
号
」（
明
治
十
三
年
五
月　

博
物
局
）に
名
前
を
見
出
せ
る
。
そ
れ
は

「
不
動
尊
之
像　

甲
州
柏
尾
山
什
物
寫
抱
一
筆
」
と
あ
っ
て
、
抱
一
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の

抱
一
画
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
抱
二
の
《
不
動
明
王
図
》（「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」

展
の
出
品
番
号
274
）は
、
共
箱
に
「
甲
州
柏
尾
山
什
物
巨
勢
金
岡
之
図
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
抱
一
画
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
雨
華
庵
に
伝
わ
り
、
抱
二
の
元
に
分
か
た
れ
て
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（
註
20
）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
新
出
し
た
抱
一
の
三
好
汝
圭（
一
七
六
五

〜
一
八
四
二
）宛
書
状（
個
人
蔵
）【
図
23
】
の
内
容
が
興
味
深
い
。
文
中
に
あ
る
「
不
動
尊
」

が
、
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
な
ら
、
抱
一
が
こ
の
不
動
尊
像
を
拝
見
し
写
す
に
あ
た

っ
て
は
、
甲
州
に
一
時
隠
棲
し
て
い
た
汝
圭
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
抱
二
は
抱
一
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の
仏
画
を
他
に
も
所
蔵
し
て
お
り
、《
観
音
大
士
図
》（「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展

の
出
品
番
号
145
）も
、
箱
書
か
ら
抱
二
の
所
蔵
と
わ
か
る
。
抱
二
自
身
の
仏
画
の
制
作
は
か

な
り
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
観
音
像
を
描
く
時
は
食
物
の
精
進
は
も
ち
ろ
ん
、

使
用
の
箸
は
杉
箸
に
変
え
、
机
上
に
線
香
を
立
て
て
描
く
の
が
常
だ
っ
た
と
、
岡
本
梅
邨
が

伝
え
て
い
る
。

　

明
治
十
五
年
十
月
開
催
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
へ
は
、
画
題
は
不
明
な
が
ら
、
第
一

区
に
「
光
琳
派
」
と
し
て
出
品
し
て
い
る（
註
21
）。
同
年
九
月
六
日
付
「
東
京
府
知
事
芳
川
顕

正
殿
」
宛
で
提
出
し
た
履
歴
書
控
え（
前
述
）は
、
こ
の
と
き
の
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
ほ
か

に
使
用
の
材
料
な
ど
を
書
き
連
ね
て
い
る
。

　

抱
二
が
「
雨
華
庵
図
」
を
描
い
た
の
は
、
こ
の
翌
年
、
七
十
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　

明
治
十
年
代
、
以
後
大
き
く
変
化
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
日
本
画
家
の
多
様
な
仕
事
の
片
鱗

を
見
せ
な
が
ら
、
抱
一
直
系
の
弟
子
、
孫
弟
子
た
ち
が
、「
光
琳
派
」
の
名
の
も
と
に
か
え

っ
て
存
在
を
埋
没
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
過
程
で
、
抱
二
は
、
変
革
の
意
図
よ
り
も
「
抱
一
上
人

門
人
」
と
し
て
の
自
己
を
保
ち
、
そ
の
道
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
な
晩
年
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

四
、
縮
図
等
に
み
る
抱
一
作
品
と
そ
の
周
辺

　

抱
一
に
対
し
て
は
、
最
晩
年
ま
で
「
尊
師
」
と
呼
び
、
生
涯
の
支
え
と
し
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
の
忌
日
は
「
尊
師
抱
一
上
人
の
御
忌
日
」
と
記
す
な
ど
大
切
に
し
て
お
り
、

追
福
の
作
画
等
を
行
っ
た
よ
う
だ
。
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）の
抱
一
十
七
回
忌
に
は
、
追
福

の
扇
合
せ
と
詠
歌
を
行
い（﹇
画
史
14
﹈）、
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
三
十
三
回
忌
に
あ
た
っ

て
は
、
紅
梅
図
を
描
い
て
い
る（﹇
画
史
20
﹈）。
椿
図
を
描
き
「
為
尊
師
」
と
の
み
記
す
年
も

あ
る（﹇
画
史
28
﹈）。
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）の
上
人
忌
で
は
、
菊
の
絵
と
句
を
記
し
、
五

十
七
年
に
な
る
と
記
し
て
い
る（﹇
画
史
30
﹈）【
図
24
】。

　

本
資
料
中
に
は
、
簡
略
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
酒
井
抱
一
の
作
品
の
縮
写
と
判
明
す

る
も
の
が
や
は
り
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

ま
ず
、
抱
一
の
現
存
作
品
と
照
合
で
き
る
も
の
と
し
て
、
最
も
早
い
一
冊
で
あ
る
抱
一
在

世
中
の
文
政
九
年
の
縮
図
帖
﹇
縮
図
類
2
﹈〕
の
二
箇
所
に
、《
羅
生
門
図
》（
当
館
寄
託
、
八

百
善
旧
蔵
、『
嬉
遊
会
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

江
戸
絵
画
を
中
心
に
』
図
録
15
図
）が
出
て
く
る

【
図
25
】。
本
図
は
、
抱
一
の
落
款
か
ら
文
政
後
期
の
晩
年
の
作
と
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
に
よ
り
文
政
六
〜
八
年
頃
の
作
と
絞
ら
れ
て
く
る
ほ
か
、
抱
二
が
身
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
註
22
）。

　
「
雨
華
主
人
筆　

手
鑑
」
と
題
さ
れ
た
一
冊（﹇
縮
図
類
1
﹈）に
は
、
抱
一
筆
《
絵
手
鑑
》（
静
嘉

堂
文
庫
美
術
館
蔵
）全
七
十
二
図
中
の
二
十
一
図
の
概
略
が
粗
密
に
写
さ
れ
て
い
る
【
図
26
】（註

23
）。
若
冲
画
に
由
来
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
草
虫
図
十
一
図
中
、
八
図
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
お

り
、
抱
二
の
関
心
も
惹
い
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
筆
写
年
代
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の

筆
致
を
見
る
と
、
抱
二
と
し
て
も
ま
だ
若
い
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
抱
一
一
門
は
こ
の
手
鑑
に

あ
る
図
様
を
よ
く
利
用
し
て
お
り
、
図
様
は
拡
散
し
て
い
る（
註
24
）。
し
か
し
、
抱
二
の
こ
の

一
冊
の
よ
う
に
明
ら
か
に
《
絵
手
鑑
》
を
原
本
と
し
て
ま
と
め
て
写
さ
れ
た
状
態
を
示
す
例

は
他
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
サ
イ
ズ
も
原
本
の
本
紙
寸
法
二
五
・
一
×
一
九
・
九
㎝
に
ほ

ぼ
等
し
く
、
薄
紙
に
輪
郭
線
主
体
で
薄
く
彩
色
を
施
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り（
そ
れ
を

厚
紙
に
貼
っ
て
ま
と
め
て
表
紙
を
付
け
て
い
る
）、
原
本
も
し
く
は
近
い
状
態
の
も
の
を
具

体
的
に
至
近
で
写
し
得
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
抱
一
の
手
鑑
の
伝
来
は
、
大
き
な
関
心
事

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
わ
か
る
の
は
、
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）三
月
の
展
観
に
岩
崎
彌
之

助
蔵
と
し
て
出
陳
さ
れ
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
発
起
人
と
な
っ
た
雨
華
庵
四
世
酒
井
道
一
が

そ
の
機
に
認
め
た
ら
し
い
箱
書
を
伴
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、《
四
季
花
鳥
図
屏
風
》（
陽
明
文
庫
蔵
）の
縮
写
も
見
出
せ
る（﹇
画
史
16
﹈）【
図
27
】。

描
か
れ
た
花
の
名
前
と
、
落
款
の
文
面
も
書
き
留
め
、
次
頁
に
は
さ
ら
に
鳥
の
姿
を
抜
き
描
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き
し
て
い
る
。
本
屏
風
は
抱
一
百
年
忌
の
折
の
展
観（
昭
和
二
年
）に
神
田
鐳
蔵
よ
り
出
品
さ

れ
て
公
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
所
蔵
家
の
も
と
の
移
動
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
明
治
以
前
の
伝
来
が
未
詳
で
あ
っ
た
。
抱
一
と
し
て
早
期
の
濃
彩
花
鳥
画
の

大
作
と
し
て
記
念
碑
的
な
存
在
で
あ
る
だ
け
に
重
要
だ
が
、
こ
の
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）七

月
か
ら
九
月
頃
の
段
階
で
抱
二
の
周
辺
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抱
二

は
三
十
七
歳
で
あ
る
。

　《
寿
老
・
春
秋
七
草
図
》（
個
人
蔵
、「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
の
出
品
番
号

169
）に
対
し
て
は
、「
中
寿
老
」
と
文
字
だ
け
で
記
し
、
左
右
の
草
花
は
概
略
を
描
き
留
め
て

い
る（﹇
画
史
22
﹈）【
図
28
】。
右
図
に
「
菜
」「
な
つ
な
」「
五
き
ふ（
ご
ぎ
ょ
う
）」「
大
根
」「
五
き

ふ
」「
ほ
と
け
座
」
と
書
き
添
え
、
春
の
七
草
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
だ
。
文
久

三
年（
一
八
六
三
）初
め
、
五
十
二
歳
の
こ
と
で
あ
ろ
う（
註
25
）。
抱
一
作
品
に
は
「
元
治
元
年

十
二
月
廿
八
日
住
吉
極
」
と
包
紙
に
記
す
書
付
が
付
属
す
る
が
、
こ
れ
が
抱
二
が
見
た
翌
年

で
あ
る
点
、
若
干
の
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
な
お
、
毛
利
家
伝
来
と
伝
え
る
蔵
帳
の
一
部
も

付
属
し
て
い
て
、
明
治
三
十
二
年
に
「
東
京
よ
り
廻
送
」
と
赤
字
註
が
入
っ
て
い
る
。
抱
二

に
は
こ
の
中
幅
の
騎
鹿
寿
老
図
を
描
い
た
作
品
も
別
に
あ
る
。

　
抱
一
の
《
達
磨
図
》（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）の
写
し
も
見
出
せ
る（﹇
画
史
19
﹈）。
こ
の
作
品

は
池
田
孤
邨
編
『
抱
一
上
人
真
蹟
鏡
』（
以
下
『
真
蹟
鏡
』）に
収
載
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は

「
森
布
蔵
」
と
所
蔵
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
は
未
確
認
の
も
の
も
含
め
る
と
、
こ
の
よ
う

に
『
真
蹟
鏡
』
に
収
載
の
作
品
と
重
な
る
例
が
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。
抱
一
の
題
目
「
南

無
阿
弥
陀
佛
」（﹇
画
史
17
﹈）は
、『
真
蹟
鏡
』
で
は
「
両
国
蔵
」
と
さ
れ
、
瓦
燈
の
画
賛
も
の

（﹇
画
史
19
﹈）は
、「
𦾔
松
軒
蔵
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
孤
邨
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。
文

政
七
年
の
年
紀
の
あ
る
「
摩
迦
大
黒
天
神
」（﹇
画
史
24
﹈）も
『
真
蹟
鏡
』
掲
載
で
あ
る
。
抱

一
は
一
行
書
、
神
号
、
寺
社
の
幟
な
ど
、
書
の
作
品
を
多
数
残
し
た
こ
と
は
確
か
で
、『
真

蹟
鏡
』
掲
載
以
外
の
も
の
も
各
種
が
本
資
料
中
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
文
化
丙
子
晩
秋
」

の
年
紀
と
「
君
山
主
人
」
へ
の
為
書
が
画
中
に
あ
る
四
季
草
花
図
屏
風
六
曲
一
双
が
『
真
蹟

鏡
』
に
収
載
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
秋
冬
の
左
隻
を
、
簡
略
に
全
体
の
枝
振
り
な
ど
を
描

き
留
め
て
い
る（﹇
画
史
24
﹈）。「
君
山
主
人
」
と
い
え
ば
抱
一
の
親
し
い
知
人
、
君
山
君
積

で
あ
ろ
う
。
そ
の
君
山
君
積
へ
の
為
書
き
の
あ
る
抱
一
の
共
箱
を
備
え
た
《
雪
月
花
図
》

（
M
O
A
美
術
館
蔵
）は
、『
真
蹟
鏡
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
、「
両
国
蔵
」
と
さ
れ
て
い
る
。

『
真
蹟
鏡
』
は
、
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
本
資
料
で
い
え
ば
、﹇
画
史

22
﹈
ま
で
は
出
版
前
の
縮
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
草
稿
の
よ
う
な
写
本
だ
け
が
残
さ
れ
る
「（
抱
一
画
譜
）」（
仮
題
、
東
京
都
立
中

央
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
も
あ
る
。
例
え
ば
、
橘
千

蔭
の
賛
の
あ
る
桔
梗
図
や
、
蓮
上
観
音（
い
ず
れ
も
「
第
双
軒
蔵
」
と
さ
れ
る
）（﹇
画
史
24
﹈）、

「
雨
雪
山
水
二
幅
対
　
雪
舟
之
図
」
と
い
う
抱
一
の
箱
書
が
あ
る
山
水
図
双
幅（「
森
布
蔵
」
と

さ
れ
る
）（﹇
画
史
17
﹈）、
瓢
簞
を
持
つ
翁
と
叭
々
鳥
の
図
、
鳩
を
描
い
た
三
幅
は
枝
振
り
な

ど
を
簡
単
に
と
ら
え
、
構
図
等
の
概
略
を
控
え
て
い
る（﹇
画
史
22
﹈）。
蛙
の
図（「
𦾔
松
軒

蔵
」
と
あ
り
孤
邨
所
蔵
）（﹇
画
史
19
﹈、﹇
画
史
23
﹈
に
も
三
幅
対
と
し
て
再
掲
）な
ど
で
あ

る
。

　『
真
蹟
鏡
』
の
続
編
の
如
き
体
裁
の
本
稿
は
、
野
澤
堤
雨
が
記
し
た
と
読
め
る
序
文
に
よ

れ
ば
、
孤
邨
の
弟
子
で
あ
る
、
堤
雨
を
は
じ
め
緑
堂
、
昌
信
、
松
嶺
、
好
徳
に
よ
り
写
し
集

め
ら
れ
た
縮
図
集
で
あ
る
。
こ
の
重
複
を
全
体
の
中
で
多
い
と
み
る
か
少
な
い
と
見
る
の
か

何
と
も
言
い
難
い
が
、
少
な
く
と
も
抱
一
画
と
し
て
の
全
体
の
傾
向
は
似
て
い
る
と
い
え
、

池
田
孤
邨
の
人
脈
に
近
い
世
界
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
縮
写
に
は
現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
方
が
多
い
の
だ
が
、﹇
画
史
23
﹈
に
抱
一
の
早

期
の
漢
詩
書
を
写
し
た
も
の
が
あ
る
【
図
29
】。「
己
未
晩
春
書
於
抱
一
堂
中
」
と
落
款
が
あ

り
、「
庭
柏
子
」「
屠
龍
」
の
方
印
、「
冥
々
居
」
方
印
と
関
防
印
も
写
し
て
い
る
。「
己
未
」

と
い
う
と
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）で
あ
る
。「
抱
一
」
号
の
初
見
は
、
出
家
の
翌
年
で
あ

る
寛
政
十
年
で
、「
抱
一
堂
稿
」
と
い
う
署
名
と
「
抱
一
」
朱
文
円
印
の
使
用
で
あ
り
、
翌
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年
秋
に
は
「
抱
一
堂
屠
龍
」
と
の
名
乗
り
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
堂
号
と
し
て

「
抱
一
」
を
名
乗
っ
た
節
が
あ
る
が
、
書
画
の
現
存
作
例
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
翌

年
初
め
に
書
画
面
中
に
記
し
て
い
た
と
い
う
意
義
が
こ
こ
に
は
見
出
せ
る
。

　

ま
た
、
抱
一
の
早
期
の
作
例
と
い
え
ば
、「
春
郊
淑
気
」「
庭
柏
子
寫
意
」
と
の
款
記
が
大

き
く
写
さ
れ
た
図
が
あ
る（﹇
画
史
22
﹈）。
お
そ
ら
く
書
体
ま
で
写
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

抱
二
が
「
カ
レ
ス
ヽ
キ
カ
レ
ハ
キ
ワ
メ
タ
シ
」
と
書
き
添
え
て
い
る
そ
の
画
趣
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
、
抱
一
の
「
庭
柏
子
」
号
で
の
作
画
で
あ
り
、
関
心
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
ま

た
、
抱
一
の
梅
図
﹇
画
史
23
﹈
の
横
に
は
、
初
期
の
珍
し
い
用
印
「
猿
人
」
を
何
度
も
書
き

写
し
て
お
り
、
横
に
「
猿
人
」
と
文
字
を
書
き
添
え
、
読
み
を
示
し
て
い
る
。

　

抱
一
デ
ザ
イ
ン
の
小
袖
も
実
例
が
少
な
い
が
、
抱
一
の
下
絵
に
よ
る
と
さ
れ
る
「
金
山
所

持
」
の
一
領
の
扇
流
の
意
匠
を
前
後
身
頃
と
も
念
入
り
に
写
し
て
い
る
【
図
30
】（﹇
画
史

16
﹈）。

　

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
中
で
、
抱
二
が
写
し
た
抱
一
の
作
品
に
、
特
に
伊
勢
物
語
図
な
ど
光

琳
図
様
に
基
づ
く
も
の
が
目
立
た
な
い
。
抱
二
に
は
《
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
》（「
酒
井
抱
一

と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
の
出
品
番
号
273
）の
よ
う
な
再
現
性
の
高
い
写
し
の
実
例（
註
26
）が

あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
料
も
各
種
蓄
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
。
一
方
で
、
内
外
か
ら
の

「
光
琳
派
」
意
識
も
あ
る
の
か
、
抱
一
以
外
に
、
光
琳
落
款
の
あ
る
草
花
図
や
、
乾
山
の
作

例
、
工
芸
品
の
縮
写
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
本
阿
弥
光
甫
の
蓮
藤
楓
の
三
幅
対
の
写
し
も
ご
多

分
に
漏
れ
ず
制
作
し
、
隷
書
体
に
よ
る
箱
書
も
練
習
し
て
お
り
、
共
箱
で
納
め
た
よ
う
だ
。

乾
山
の
雪
檜
図
に
つ
い
て
は
油
紙
に
落
款
を
大
き
く
写
し
た
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
宗

達
の
水
墨
画
や
印
譜
か
ら
で
あ
ろ
う
落
款
の
写
し
や
、
立
林
何

の
「

」
と
い
う
難
字
に

つ
い
て
の
注
釈
な
ど
も
書
い
て
い
る
の
が
面
白
い
。

　

抱
一
と
の
関
係
と
い
う
点
で
は
、
抱
二
が
抱
一
所
用
の
印
三
顆
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
記

す
と
こ
ろ
が
あ
る（﹇
画
史
28
﹈【
図
31
】・
明
治
十
一
年
旧
暦
六
月
頃
）。
そ
れ
は
、「
軽
挙
」

白
文
方
印（
黒
石
）、「
抱
一
子
」
朱
文
方
印

（
銅
）、「
軽
挙
道
人
」
朱
文
重
郭
方
印（
石
）の

三
顆
で
、「
抱
一
上
人
御
印
三
ツ
賜
之
も
の

也
」
と
あ
る
。
抱
一
の
《
柿
本
人
麿
図
》
や

《
鳥
獣
戯
画
写
し
》、
地
蔵
や
観
音
の
仏
画
な

ど
に
用
例
が
あ
り
、
早
く
か
ら
よ
く
用
い
ら

れ
た
印
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
点
、
は
じ

め
か
ら
よ
く
使
っ
て
い
る
「
抱
二
」
の
白
文

方
印（
銅
）に
は
、「
右
之
印
抱
一
上
人
御
用
ひ

之
処 

一
ツ
ヲ
□
加 

文
政
子
秋
賜
之
」
と
あ

り
、
文
政
十
一
年
秋
、
抱
一
が
没
す
る
直
前

に
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
興
味

深
い
内
容
で
あ
る
。《
楊
柳
観
音
像
》（『
琳
派
』

四
巻
一
五
一
図
）な
ど
、
抱
二
の
署
名
と
共
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
冊
子
中
に
も
捺

さ
れ
る
。
抱
一
上
人
忌
に
際
し
て
の
絵
や
、
抱
一
図
様
の
も
の
に
使
用
が
多
い
感
も
あ
る
。

　
﹇
縮
図
類
2
、
4
、
5
﹈
と
﹇
画
史
1
﹈
に
は
、
同
類
の
筆
跡
で
裏
表
紙
に
そ
の
冊
を
書

き
始
め
た
日
と
思
わ
れ
る
日
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
九
年
か
ら
十
二
年
ま
で
連
続
す

る
。
入
門
間
も
な
い
少
年
抱
二
が
最
晩
年
の
抱
一
の
も
と
で
書
き
留
め
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
他
に
な
い
資
料
で
あ
り
、
筆
致
は
い
か
に
も
未
熟
な
が
ら
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
は
、
抱
一
風
の
も
の
に
加
え
て
、
探
幽
、
尚
信
、
光
琳
、
雪
舟
な
ど
の
名
前
も
見
出

さ
れ
、
画
題
も
抱
一
風
の
軽
い
タ
ッ
チ
の
草
花
画
賛
も
の
を
は
じ
め
、
水
墨
山
水
、
道
釈
人

物
画
も
多
い
。
仏
画
は
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
。
そ
の
よ
う
に
多
様
な
絵
や
粉
本
的
な
も
の
を

具
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か（
註
27
）。
雨
華
庵
に
て
ど
の
よ
う
に
「
稽
古
」
し
、
あ
る
い
は
自
由

な
教
育
が
あ
っ
た
の
か
。「
抱
二
」
の
名
を
当
初
か
ら
名
乗
り
、
後
年
よ
く
示
さ
れ
る
抱
二

の
抱
一
に
対
す
る
尊
崇
や
、
回
顧
と
伝
承
に
努
め
る
態
度
か
ら
、
そ
の
様
子
へ
の
興
味
は
尽

図
31
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き
な
い
。

　

こ
れ
ら
文
政
期
の
写
生
や
縮
図
で
は
、
い
か
に
も
筆
致
は
拙
く
硬
く
、
世
に
言
わ
れ
る
よ

う
な
代
作
の
域
に
は
全
く
達
し
て
い
な
い
感
を
抱
く
。
後
に
、
抱
一
筆
の
一
幅
を
中
幅
に
し

左
右
幅
を
抱
二
が
描
く（﹇
画
史
23
﹈）と
い
う
よ
う
な
依
頼
も
受
け
る
、
地
位
を
固
め
た
幕
末

の
頃
に
至
っ
て
は
、
時
に
は
要
望
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
抱
一
筆
」
の
サ
イ
ン
を
写
し
た

何
枚
か
の
薄
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る（﹇
画
史
29
﹈）と
か
、「
抱
一
」
円
印
な
ど
が
捺
さ
れ

る
頁
が
あ
る（﹇
画
史
21
﹈）の
は
、
抱
一
風
の
意
匠
を
集
め
て
い
た
羊
遊
斎
の
蒔
絵
下
絵
帖
を

み
る
か
の
よ
う
だ
。
興
味
深
い
の
は
、「
さ
る
余
儀
な
き
御
方
様
」
か
ら
依
頼
さ
れ
「
東
下

り
極
彩
色
二
枚
折
一
上
人
偽
筆
」
を
認
め
た
こ
と
を
書
き
留
め
る
く
だ
り
だ（﹇
画
史
23
﹈、

慶
応
二
年
）。
粟
田
口
善
輔
の
手
取
釜
の
古
歌
を
引
き
「
こ
れ
は
似
せ
じ
ゃ
と
人
に
か
た
る

な
」
と
し
た
歌
を
手
紙
の
末
尾
に
添
え
て
送
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。『
続
近
世
畸
人
伝
』

に
載
る
故
事
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
抱
一
の
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵
は
、
屏
風
の
形
で
出
現
し
た
が
、
収
納
し
て

い
た
袋（
抱
一
の
書
付
が
あ
る
）を
さ
ら
に
包
ん
だ
ら
し
い
外
包
み
の
一
部
も
共
に
屏
風
の
裏

に
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
抱
二
の
書
付
が
あ
る
。
鹿
の
絵
が
透
け
て
見
え
て
お

り
、
反
故
紙
を
用
い
て
袋
に
し
た
の
か
、
字
だ
け
を
残
し
て
当
初
の
形
は
わ
か
ら
な
い
が
、

抱
一
の
書
付
を
そ
の
ま
ま
写
し
、「
青
々
抱
二
蔵
」
と
あ
る
部
分
の
ほ
か
、「
抱
一
上
人
真
筆

之
御
下
画
也　

二
枚
折
ニ
テ
モ
こ
し
ら
へ
へ
き
も
の
に
候
」
と
あ
る
。
抱
二
が
考
え
た
通
り

の
形
に
な
っ
て
伝
来
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
ま
た
、
出
光
美
術
館
に
は
別
の
模
本
が
一
隻
あ

る
が
、
こ
れ
は
抱
一
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
の
裏
に
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
「
夏
草
秋

草
図
」
の
う
ち
の
秋
草
図
で
あ
り
、
伝
来
状
況
か
ら
抱
二
筆
か
と
さ
れ
て
い
る（
註
28
）。
こ
れ

も
抱
一
画
へ
の
敬
意
を
示
す
行
為
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
抱
二
の
《
花
巷
図
巻
》（
出
光
美
術

館
蔵
）は
、
こ
う
し
た
も
の
こ
そ
が
抱
一
の
写
し
に
あ
ら
わ
れ
た
抱
二
の
本
領
と
思
わ
れ
る

作
例
で
、
抱
一
と
見
ま
ご
う
ほ
ど
の
軽
快
か
つ
緊
張
感
あ
る
筆
致
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
署

名
は
、「
抱
二
」
の
名
を
得
て
こ
し
か
た
の
記
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
百
善
に

伝
わ
っ
た
抱
一
の
《
鶴
懸
松
図
》
の
由
来
を
述
べ
た
添
文
に
は
、「
上
人
の
末
の
を
し
へ
子

す
み
だ
河
の
ほ
と
り
青
々
抱
二
つ
ゝ
し
み
て
拙
く
も
し
る
す
」
と
締
め
く
く
り
、
伝
え
る
の

は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
遺
例
と
あ
わ
せ
見
つ
つ
、
再
び
本
資
料
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
一
絵
師
の
生

涯
に
わ
た
る
真
摯
な
歩
み
と
、
整
理
し
た
後
続
の
人
々
の
営
為
と
敬
意
を
伝
え
る
、
貴
重
な

証
言
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
圧
倒
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
よ
り
他
に

見
出
せ
る
内
容
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
く
、
ま
た
、
意
味
が
と
り
き
れ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も
折
に
触
れ
て
展
示
な
ど
で
紹
介
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
註
1
） 

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）作
。
図
版
は
『
琳
派
』
五
巻
よ
り
。
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
る
本
書
の
も
の

が
最
も
見
易
く
利
用
さ
れ
る
。
抱
二
が
書
き
添
え
た
文
字
は
左
記
の
通
り
。 

 

「
雨
花
抱
一
尊
師
乃
住
居
并
庭
之
図　

 

屋
根
不
残
茅
フ
キ
」

 

「
明
治
十
六
未
と
し　

秋
夜
ふ
と
思
ひ
出
て　

七
十
二
翁
抱
二
図
之
」

 

「
正
月
書
始　

十
五
日
掛
物
に
す
る

 

六
月
二
日
光
琳
忌
扇
合

 

十
一
月
五
日
御
花
講

 

十
二
月
十
五
日
書
納　

惣
画
」

 

「
文
政
七
申
年
八
月
二
日　

抱
一
上
人
へ
門
入　

其
時
十
三
才
歟
十
七
才　

十
一
月
迄
日
々
稽
古
ニ

通　

抱
二
」

 

「
文
政
十
一
年
子
十
一
月
廿
九
日
御
死
去
」

 

「
人
あ
と
に
習
ふ
て
行
や
雪
の
道　

抱
二
」  

 

他
に
図
中
に
は
、
植
木
や
秋
草
の
名
や
、「
画
所
」
に
「
上
人
様
御
座
所
」「
稽
古
日
一
六
」「
マ
ト
上

へ
惣
画
致
」
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
る
も
注
目
さ
れ
る
。

（
註
2
） 

『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』（
図
録
）　

求
龍
堂
、
二
〇
一
一
年

 
拙
稿
「
江
戸
琳
派
の
水
脈　

伝
え
ら
れ
る
酒
井
抱
一
の
姿
〜
酒
井
鶯
蒲
と
田
中
抱
二
な
ど
〜
」 

 
な
お
、
本
書
に
所
収
の
、
平
瀬
礼
太
「
江
戸
琳
派
と
近
代
日
本
画
」
に
は
、
明
治
四
年
の
番
付
に
、

抱
二
が
銀
一
枚（
抱
一
は
金
一
枚
）で
載
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
註
3
） 

「
手
遊
集
」
と
題
さ
れ
た
、
玩
具
を
写
し
た
絵
を
ま
と
め
た
一
冊
に
は
、「
明
治
四
十
二
年
九
月
改　

菁
々
庵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
表
紙
を
付
け
整
理
が
為
さ
れ
た
時
期
の
ひ
と
つ
か
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
貼
り
込
み
帳
に
は
、「
抱
三
寫
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
も
の
が
数
枚
含
ま
れ
て

お
り
、
抱
二
の
も
と
に
「
抱
三
」
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
註
4
） 

先
の
『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
展
図
録
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
月
を
交
え
て
記
し
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。
な
お
、
墓
碑
の
左
側
面
に
は
、
辞
世
の
句
ら
し
き
仮
名
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
全
く
判
読
で
き
な
い
。
右
側
面
に
は
「
蜂
採
花
香
大
姉　

明
治
十
八
年

乙
酉
一
月
二
十
八
日
」
と
あ
り
、
抱
二
没
の
六
日
後
に
没
し
て
い
る
の
は
、
夫
人
で
あ
ろ
う
か
。

（
註
5
） 

福
富
太
郎
編
『
伊
藤
晴
雨　

自
画
自
伝
』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
）に
所
収
。　
　

（
註
6
） 

岡
田
梅
邨
「
田
中
抱
二
と
泉
梅
一
」　
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
二
四
二
号　

一
九
二
八
年

（
註
7
） 

「
寛
政
十
三
年
辛
酉
正
月
吉
日
／
献
燈
両
基
／
両
替
町
田
中
氏
」
と
あ
る
。『
墨
田
区
文
化
財
調
査
報

告
書
Ⅰ
』（
昭
和
五
十
五
年
）で
は
、
こ
の
田
中
氏
を
、「
寺
島
村
出
身
で
、
名
主
中
山
氏
の
一
族
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
中
山
氏
に
は
、
金
兵
衛
の
三
男
に
蒔
絵
師
の
中
山
胡
民（
？
〜
一
八
七
一
）が

お
り
、
同
じ
寺
島
法
泉
寺
に
墓
が
あ
る
。
か
な
り
の
高
名
で
あ
り
な
が
ら
胡
民
の
経
歴
に
は
不
明
の

部
分
が
多
い
が
、
胡
民
と
の
つ
き
あ
い
は
密
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
胡
民
の
百
花
園
二
代
目
鞠
塢
や
胡

民
と
共
に
「
花
勧
進
」
を
行
っ
て
墨
堤
の
桜
を
植
え
て
お
り（
嘉
永
七
年
）、
胡
氏
の
弟
子
で
の
ち
に

東
京
美
術
学
校
の
初
代
漆
工
科
教
授
と
な
っ
た
小
川
松
民（
一
八
四
七
〜
一
八
九
一
）は
、
抱
二
に
絵

を
学
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
本
資
料
に
も
、
抱
二
が
抱
一
に
文
政
七
年
八
月
二
日
に
入
門
し
た
と
き
、

同
日
に
羊
遊
斎
に
胡
民
が
入
門
し
た
と
も
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る（﹇
画
史
23
﹈）の
が
、
初
め
て
知
ら

れ
る
事
項
か
と
思
わ
れ
注
目
さ
れ
る
が
、
松
民
が
所
蔵
す
る
羊
遊
斎
の
絵
を
写
し
て
い
た
り（﹇
画
史

28
﹈）、
明
治
三
年
に
、
抱
二
の
下
絵
、
松
民
の
蒔
絵
に
よ
る
奉
納
額
を
制
作
し
た
こ
と（﹇
画
史
24
﹈）

な
ど
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
抱
二
に
絵
を
依
頼
し
て
い
る
「
東
民
」
は
、
胡
民
の
弟
子

の
一
人
で
あ
ろ
う
か
。

（
註
8
） 

以
上
は
、
蝦
夷
地
幕
領
化
の
時
の
取
締
御
用
掛
、
羽
太
正
養
に
よ
る
基
本
史
料
「
休
明
光
記
」
巻
一

（
文
化
四
年
序
）に
よ
る
。（
各
所
に
写
本
が
あ
る
が
、
札
幌
市
中
央
図
書
館
、
北
海
道
大
学
付
属
図

書
館
、
函
館
市
中
央
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
参
照
。）他
に
、
左
記
の
文
献
も
参
照
。

 

堀
江
敏
夫
「
東
蝦
夷
地
の
会
所
」　
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
三
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年

（
註
9
） 

「
寄
納
青
龍
山
大
師
堂
／
願
主
田
中
金
六　

行
年
八
十
八
／
天
保
壬
辰
夏
佛
誕
日
」
と
あ
る
。
こ
の

灯
籠
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
壮
大
な
も
の
だ
が
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
筆
者
が
現
地
を
訪
れ
た

際
に
は
、
両
基
と
も
倒
壊
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。『
墨
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅳ
』（
昭
和
五
十
八

年
）に
は
、
奉
納
し
た
田
中
金
六
は
「
寺
島
村
の
百
姓
金
左
衛
門
の
息
で
、
寛
政
十
一
年
か
ら
文
政

四
年
ま
で
幕
府
の
蝦
夷
地
御
用
達
を
勤
め
、
そ
の
功
に
よ
り
浅
草
新
寺
町
に
屋
敷
を
拝
領
し
、
天
保

二
年（
一
八
三
一
）に
没
し
た
。
白
髭
社
の
田
中
氏
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。」
と
解
説
が
あ
る
。
石
灯

籠
の
銘
で
は
、
壬
辰
仏
誕
日
す
な
わ
ち
天
保
三
年（
一
八
三
二
）四
月
八
日
に
「
行
年
八
十
八
」
と
あ

る
が
、
抱
二
が
記
す
没
年
は
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）で
あ
る
。

（
註
10
）　

岡
田
梅
邨
「
田
中
抱
二
と
泉
梅
一
」（
前
掲（
註
6
））で
は
、
抱
二
の
父
を
金
六
と
し
て
お
り
、
抱
二

は
惣
領
息
子
だ
が
足
が
悪
か
っ
た
た
め
早
く
か
ら
向
島
へ
若
隠
居
し
た
、
と
の
話
を
伝
え
て
い
る
。

「
田
中
金
六
庭
前
遊
」
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、﹇
画
史
７
﹈
の
前
半
、
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）六
月
頃
の

写
生
図
の
間
に
あ
り
、
父
で
あ
れ
ば
九
月
に
亡
く
な
る
直
前
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
註
11
） 

法
泉
寺
で
の
写
生
と
記
さ
れ
る
の
は
、﹇
画
史
3
﹈
で
四
月
八
日
、
二
十
四
日
、﹇
画
史
6
﹈
で
閏
三

月
二
十
八
日
、
四
月
二
十
九
日
、
五
月
八
日
、﹇
画
史
７
﹈
で
六
月
二
十
日
と
、
頻
繁
で
あ
る
。
草

花
の
ほ
か
、
払
子
や
数
珠
、
木
魚
、
轡
、
庭
の
松
や
灯
籠
な
ど
も
写
し
て
お
り
、
親
し
い
感
覚
が
感

じ
ら
れ
る
。

（
註
12
） 

前
掲（
註
6
）の
文
に
よ
れ
ば
、
岡
田
梅
邨
の
師
で
あ
る
泉
梅
一
は
「
抱
二
に
学
ん
だ
人
で
あ
る
」
と

い
う
。
泉
梅
一
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
山
本
光
一
が
弟
子
の
石
崎
光
瑤
に
宛
て

た
自
筆
の
「
尾
形
流
略
系
図
」（
南
砺
市
福
光
美
術
館
蔵
）に
は
、「
梅
一
」
の
名
前
が
抱
一
の
下
に
見

ら
れ
る（『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
図
録
の
作
家
解
説
に
掲
載
の
挿
図
を
参
照
）。

 

ま
た
、
亀
有
の
矢
澤
忠
右
衛
門
は
、
抱
二
に
学
び
、
抱
叔
と
い
っ
た
と
い
う（
相
見
香
雨
「
抱
一
上

人
年
譜
稿
」　
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
6
、
一
九
二
七
年
）。

 

小
川
松
民
に
つ
い
て
は
、
前
掲（
註
７
）を
参
照
。

 

こ
の
ほ
か
、﹇
縮
図
類
16
﹈
の
「
手
遊
集
」
に
は
、「
抱
三
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
紙
片
が
複
数
貼
り

込
ま
れ
て
い
る
。
前
掲（
註
3
）参
照
。

（
註
13
） 

﹇
画
史
3
﹈
で
は
四
月
三
日
、
六
日
、
八
日
、
十
三
日
、
十
六
日（
於
坂
田
氏
）、
二
十
四
日
と
続
き
、

草
花
を
数
種
ず
つ
描
き
、﹇
画
史
4
﹈
は
五
月
、﹇
画
史
5
﹈
は
三
月
か
ら
七
月
、﹇
画
史
７
﹈
で
は

四
月
か
ら
五
月
、﹇
画
史
8
﹈
は
六
月
の
連
日
と
な
り
、
日
付
が
重
な
っ
て
い
る
。

（
註
14
） 

金
座
の
役
人
は
、
限
ら
れ
た
家
柄
の
嫡
子
が
世
襲
的
に
就
任
し
た
と
い
う
が
、
明
和
年
間
の
史
料
に

江
戸
詰
の
御
金
掛
手
代
と
し
て
山
本
源
蔵
の
名
が
あ
る
と
い
う
。

 

鈴
木
俊
三
郎
『
金
座
考
』　

財
政
経
済
学
会
、
一
九
二
三
年

 

木
村
荘
五
『
徳
川
時
代
の
金
座
』（
東
京
市
史
外
編
）　

東
京
市
役
所
、
一
九
三
一
年

 

大
貫
摩
里
「
江
戸
時
代
の
貨
幣
鋳
造
機
関（
金
座
、
銀
座
、
銭
座
）の
組
織
と
役
割
―
金
座
を
中
心
と

し
て
」　
『
金
融
研
究
』
十
八（
四
）　

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
、
一
九
九
九
年

（
註
15
） 

ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
出
品
目
録
に
よ
れ
ば
、
第
二
十
五
区
三
類　
（
額　

押
絵　

屏
風　

切
形　

便
面
）　

額
面
に
出
品
し
て
お
り
、

 

　

画
額
「
絹
：
流
レ
ニ
菊
」　

元
価
：
金
九
円
三
十
銭
〇
八
三
、
内
画
料
二
円

 

　

画
額
「
絹
：
月
ニ
鶉
」　

元
価
：
金
七
円
九
十
一
銭
〇
五
、
内
画
料
三
円

 

ち
な
み
に
、
別
の
出
品
目
録
に
は
、

 

　

三
一　

鶉
野
葡
萄
竪
物　

田
中
抱
二

 

　

三
二　

菊
流
水
横
物　

田
中
抱
二

 

費
用
の
内
訳
と
し
て
、

 

　

三
十
一
号　

一　

鶉
野
葡
萄
竪
物　

五
円 

田
中
抱
二

 

　
　
　
　
　
　

絹
地
壱
円
二
十
九
銭
八
厘

 

　
　
　
　
　
　

額
三
拾
三
匁　

木
地
弐
両
壱
分　

縁
切　

三
分
壱
朱 

 

　

三
十
二
号　

一　

菊
流
水
横
物 

 

田
中
抱
二

 

　
　
　
　
　
　

絹
地
四
円
弐
部
弐
朱
三
匁　

三
尺
五
寸
幅　

四
尺
六
寸

 

　
　
　
　
　
　

額
五
拾
匁　

木
地
壱
両
弐
分　

縁
切
小
縁　

壱
両
弐
朱

 

と
な
っ
て
い
る
。

（
註
16
） 

出
品
目
録
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
　

第
四
百
十
一
小
区　

水
色
画

 
　

第
五
十
一
号　

東
京　

田
中
抱
二

 

　

水
色
自
画（
秋
卉
ノ
図
）

（
註
17
） 

模
造
品
を
収
め
た
外
箱
蓋
裏
の
墨
書
か
ら
判
明
す
る
。（『
模
写
・
模
造
と
日
本
美
術
―
う
つ
す
・
ま

な
ぶ
・
つ
た
え
る
』　

東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
〇
五
年
）
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（
註
18
） 
抱
二
は
い
わ
ゆ
る
光
琳
蒔
絵
の
印
籠
な
ど
も
よ
く
写
し
て
い
る
が
、﹇
画
史
14
﹈
に
は
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
籬
菊
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱（
国
宝
）と
同
意
匠
の
「
政
子
の
手
箱
」
を
写
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

博
物
局
な
ど
か
ら
模
造
制
作
を
幾
度
も
依
頼
さ
れ
、
精
巧
な
模
造
を
制
作
し
古
典
を
応
用
し
た
作
品

を
手
が
け
て
い
た
蒔
絵
師
の
小
川
松
民
も
、
こ
れ
を
翻
案
し
た
硯
箱
を
制
作
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
手
箱
は
、
明
治
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
帰
路
船
が
沈
没
し
て
失
わ
れ
た
。
香

川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
所
蔵
の
資
料
「
茶
器
下
絵
」
は
、
様
々
な
文
様
が
貼
り
込
ま
れ
割
り

印
が
捺
さ
れ
た
下
絵
帖
で
、
裏
表
紙
に
明
治
三
年
秋
の
年
紀
が
あ
り
、
内
容
は
弘
化
三
年
か
ら
明
治

十
四
年
頃
の
、
中
山
胡
民
や
小
川
松
民
に
よ
る
も
の
だ
が（『
近
世
御
用
蒔
絵
師
の
系
譜
』
展
覧
会
図

録　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館　

一
九
九
六
年
）、
こ
こ
に
「
弘
化
三
年
午
閏
五
月
冩
之
」
の
年
紀

が
あ
る
、「
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
什
物
手
箱
」
の
写
し
が
あ
り
、
籬
菊
の
縮
図
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
図
が
松
民
を
偲
ば
せ
る
と
解
説
さ
れ
る（
同
図
録
）が
、
ち
ょ
う
ど
抱
二
が
こ
の
手
箱
を
縮
写
し
た

の
も
﹇
画
史
14
﹈
の
前
後
の
関
係
か
ら
弘
化
三
年
中
の
こ
と
と
わ
か
り
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
か
、

何
か
の
機
会
が
共
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
同
「
茶
器
下
絵
」
の
中
に
は
、「
抱
二
書
画
」

と
署
名
が
あ
る
「
花
見
傘
図
」
自
画
賛
も
含
ま
れ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
同
﹇
画
史
14
﹈
の
少
し

前
の
頁
に
宗
達
の
水
墨
画
「
山
帰
来
」
三
幅
対
の
縮
写
を
し
て
お
り
、「
中
山
伝
来　

左
牛
／
右
狗　

宗
達
法
橋
」
と
注
記
さ
れ
る
が
、
中
山
伝
来
、
と
い
う
書
き
ぶ
り
や
時
宜
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

（
註
19
） 

明
治
三
年
三
月
十
五
日
か
ら
の
「
観
音
開
帳
」
と
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
浅
草
観
音
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
額
の
現
存
に
つ
い
て
は
未
詳
。
抱
二
は
こ
れ
に
ち
な
む
句
作
も
行
っ
て
い
る
。
次
頁
に
は
、

「
観
音
の
甍
見
や
り
つ
花
の
雲　

は
せ
を
」（
松
尾
芭
蕉
が
浅
草
観
音
を
深
川
か
ら
臨
ん
で
残
し
た
句
）

の
句
を
刻
む
額
が
掲
げ
ら
れ
た
様
子
も
描
い
て
い
る
。 

（
註
20
） 

相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
稿
」
は
、〝
抱
一
没
後
に
形
見
分
け
が
行
わ
れ
、
銘
「
山
雀
」
の
短
刀
は

孤
邨
か
抱
二
が
受
け
取
り
、
藤
田
英
次
郎
氏
所
蔵
で
あ
る
〟
と
伝
え
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
抱
一
百

年
忌
の
展
観
で
は
、「
由
緒
品
」
と
し
て
、
こ
の
行
光
短
刀
が
森
岡
文
三
郎
か
ら
出
品
さ
れ
て
い
る
。

（
註
21
） 

『
農
務
省
版
改
正
絵
画
出
品
目
録
』（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
『
明
治
美
術
基
礎
資
料
集
』
一
九
七

五
年
所
収
）の
「
出
品
人
略
譜
」
に
は
、「
第
一
区
」
の
「
光
琳
派
」
に
田
中
抱
二
の
名
が
見
え
る
。

他
に
「
光
琳
派
」
と
し
て
は
東
京
府
か
ら
は
、
田
中
松
雨
、
中
野
其
豊
、
中
野
其
明
、
村
越
向
栄
、

野
澤
堤
雨
、
野
崎
抱
青
、
山
本
光
一
、
酒
井
道
一
、
来
次
其
節
が
出
品
し
て
い
る
。

（
註
22
） 

八
百
善
は
抱
一
没
後
の
収
集
も
続
け
て
お
り
、
八
百
善
旧
蔵
品
が
当
初
か
ら
の
も
の
と
は
限
ら
な
い

こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
八
百
善
の
売
立
目
録
に
は
抱
二
の
作
品
名
の
掲
載
が
あ
り
、
所
蔵
に
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
図
は
さ
て
お
い
て
も
、
八
百
善
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
述

の
よ
う
に
、
八
百
善
の
為
の
作
画
が
明
ら
か
な
抱
一
の
《
鶴
懸
松
図
》
に
は
、
こ
の
図
の
由
緒
に
つ

い
て
抱
二
が
書
い
た
添
文
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
稿
」
に
掲
載
さ
れ
る

そ
の
文
を
見
る
と
、「（
前
略
）此
の
よ
し
一
言
を
と
あ
る
じ
求
る
ま
ゝ
に　

上
人
の
末
の
お
し
へ
子　

す
み
だ
河
の
ほ
と
り
青
々
抱
二
つ
ゝ
し
み
て
拙
く
も
し
る
す
」
と
、
執
筆
に
は
主
人
の
依
頼
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、（
註
26
）も
参
照
。

（
註
23
） 

二
十
一
図
は
冒
頭
よ
り
順
に
次
の
も
の
で
あ
る
。（
画
題
と
番
号
は
、
玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
』

（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
）「「
絵
手
鑑
」
の
章
」
に
掲
げ
ら
れ
た
一
覧
表
に
よ
る
。
数
字
は
《
絵

手
鑑
》
の
貼
込
順
で
あ
る
。）

 

三
二
「
葛
に
蜥
蜴
」、
五
八
「
小
松
引
」、
六
三
「
玉
蜀
黍
に
甲
虫
」、
三
七
「
福
寿
草
に
青
磁
鉢
」、

五
一
「
河
豚
に
烏
賊
」、
八
「
南
瓜
」、
三
一
「
岩
菲
」、
三
〇
「
八
鶴
」、
三
五
「
菊
」、
二
「
椎
を

喰
む
鼠
」、
二
九
「
粟
に
蜘
蛛
」、
六
二
「
芭
蕉
の
花
に
蟻
」、
一
七
「
芙
蓉
」、
二
六
「
官
女
」、
六

六
「
月
宮
殿
」、
三
九
「
大
山
蓮
華
」、
二
一
「
蓮
池
に
蛙
」、
五
二
「
罌
粟
」、
二
二
「
め
だ
か
」、

五
七
「
木
の
葉
梟
」、
六
九
「
蔦
紅
葉
に
鈴
虫
」

（
註
24
） 

弟
子
の
教
育
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
抱
一
の
「
絵
手
本
」（
恩
賜
京
都
博
物
館

『
抱
一
上
人
画
集
』）に
も
同
図
様
が
含
ま
れ
た
り
、
実
際
、
孤
邨
や
抱
玉
ら
に
こ
れ
に
基
づ
く
作
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
版
本
の
『
抱
一
先
生
画
譜
』（
仮
題
、
千
葉
市
美
術
館
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
及
び
大
英
博
物
館
蔵
）の
二
十
五
図
中
六
図（
勿
来
の
関
、
竹
に
雀
、
鶉
、
松
間
の
月
、
山
雀
と

胡
桃
、
大
黒
天
）が
《
絵
手
鑑
》
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
資
料
中
の
初
期
の
縮
写
に
本

書
に
あ
る
モ
チ
ー
フ（
山
雀
と
胡
桃
、
鶉
、
仕
丁
な
ど
）が
た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ

る
。

（
註
25
） 

『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
図
録
解
説
に
は
、「
文
久
二
年
か
」
と
記
し
た
が
、
検
討
を
加
え

た
結
果
、
年
始
の
絵（
貼
付
）を
ま
た
い
で
お
り
、
翌
年
年
明
け
後
の
縮
写
か
と
訂
正
し
た
い
。
従
っ

て
こ
の
翌
年
に
、
住
吉
家
に
鑑
定
に
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
註
26
） 

抱
二
筆
《
紙
雛
図
》（『
琳
派
』
補
遺
一
二
四
図
）も
、
細
部
ま
で
全
く
同
じ
に
見
え
る
抱
一
の
雛
図
が

八
百
善
の
売
立
目
録（
昭
和
五
年
）に
見
い
出
せ
る
。

（
註
27
） 

抱
一
百
年
忌
の
展
観（
日
本
美
術
協
会
、
昭
和
二
年
）に
は
、「
由
緒
品
」
と
し
て
「
古
畫
縮
図　

雨

華
庵
蒦
蔵　

抱
一
筆　

二
冊
」
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

（
註
28
） 

読
売
新
聞
昭
和
四
年
三
月
五
日
「
日
本
名
宝
物
語　

四
三
」
が
、
抱
一
画
の
裏
面
に
「
夏
草
秋
草

図
」
が
あ
る
と
報
じ
た
。（
山
根
有
三
「
酒
井
抱
一
筆　

風
神
雷
神
図
屏
風
」『
国
華
』
一
一
三
九
号
、

一
九
九
〇
年
、
に
よ
る
）

 

山
根
有
三
「
酒
井
抱
一
筆　

夏
草
雨
・
秋
草
風
図
屏
風
下
絵
」　
『
国
華
』
一
一
五
四
号
、
一
九
九
二

年
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Tanaka Hōji’s “History of Painting”: what is taught us by Sakai 
Hōitsu’s last pupil

Tomoko Matsuo

 Tanaka Hōji (1812̶1885) entered the discipleship of Sakai Hōitsu (1761-1828) in the eighth month 
of the seventh year of Bunsei (1824) at the age of thirteen, and is an artist known for succeeding well his 
master’ s style. Since Hōitsu died in eleventh month of the eleventh year of Bunsei (1828), Hōji was his 
last pupil who knew him for only 4 years in his late 60s. Although there is little recognition of Hōji, 
“Ugean zu” that Hōji recollected and painted in his later years is a valuable source for imagining the 
original Ugean (The hut of rain and flowers), Hōitsu’ s home-cum-studio that was lost by fire. It is also 
said to have been Hōji who preserved the preparatory sketch (Idemitsu Museum of Arts) for the famous 
“Natsu aki kusa zu byōbu (Folding screen with summer and autumn grasses” by Hōitsu, so that Hōji 
was a true pupil in that his existence was vital in transmitting important material pertaining to Hōitsu.
 This paper gives an overall introduction to material related to Tanaka Hōji, a part of which was 
recently discovered and displayed for the first time in the exhibition “Celebrating the 250 anniversary of 
Sakai Hōitsu’ s Birth, Sakai Hōitsu and the Edo Rinpa School” (2011; Chiba City Museum of Art etc.). 
Its aim is to identify as far as possible the artistic activities of Hōji throughout his life, as well as the 
nature of circumstances surrounding the Hōitsu School. 
 1) Outline of material: Of central focus is the “History of painting” , the name given to 30 

volumes in booklet form, and 16 volumes of miscellaneous miniatures. It is a notebook mainly 
comprised of sketches of plants; reduced copies of paintings he had seen, notes for his own 
compositions, and other information relating to paintings. It is valuable because almost all the 
entries are dated, and it gives an even record from his time of entering discipleship to his later 
years. 

 2) Hōji’ s career: Hōji’ s father was a merchant who worked under government patronage at the 
Edo exchange of the Ezochi (Hokkaidō) office, but Hōji settled from early on at his family’ s 
birthplace of Terajima village in Mukōjima, making a living as an artist until his death. His 
dates have been confirmed by material presented here. The pseudonym “Hōji” seems to have 
been used from the start. He entered the Buddhist priesthood in later years. 

 3) Paintings by Hōji: The majority are flower and bird pictures in the style of Hōitsu, and his 
works include many paintings with Haiku and Waka poetry by himself and others, and 
Buddhist paintings. He also produced large-scale compositions such as folding screens for his 
own personal customers. In other words he carried out the work expected of a pupil of Ugean. 
After Meiji he displayed some pieces at the early exhibitions etc., and in later life, through 
pride of being the last living pupil of Hōitsu, he appears to have devoted himself to recollection 
and transmission of that tradition. 

 4) Hōitsu’ s masterpieces and those of others in the circle as seen in the miniatures: Hōji looked 
up to Hōitsu as the “revered Teacher” until the end. He tells us that whilst Hōitsu was alive 
he travelled daily to Ugean where he would make the numerous reduced copies of sketches 
and of old paintings; such was the nature of the resources there and the freedom of his 
education. He was given Hōitsu’ s three personal seal stamps. There are many miniatures of 
Hōitsu’ s work including “Shiki kachō zu byōbu (Folding screen with birds and flowers of the 
four seasons)” (Yōmei bunko collection) and “E tekagami (Collection of paintings)” (Seikadō 
bunko Art Museum), from which we can gain information on the origin of works and on 
unknown works. 
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